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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
︑
10
月
18

日
に
衆
議
院
第
１
議
員
会
館

で
開
催
さ
れ
た
公
明
党
ト
ラ

ッ
ク
議
員
懇
話
会
（
北
側
一

雄
会
長
）
に
出
席
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望

事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
︑

そ
の
実
現
を
強
く
求
め
た
︒

　

会
で
は
冒
頭
︑
北
側
公
明

党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会

長
が
あ
い
さ
つ
︒﹁
大
変
厳
し

い
経
済
情
勢
が
続
い
て
い
る

中
︑
現
在
政
府
で
は
総
合
経

済
対
策
の
策
定
に
向
け
た
作

業
を
行
っ
て
い
る
︒
公
明
党

で
は
岸
田
総
理
に
対
し
︑
総

合
経
済
対
策
の
策
定
に
向
け

た
提
言
に
関
す
る
申
し
入
れ

を
行
っ
た
︒年
末
に
向
け
て
︑

来
年
度
の
予
算
編
成
や
税
制

改
正
に
向
け
た
議
論
が
進
ん

で
い
く
が
︑
私
ど
も
と
し
て

は
︑
わ
が
国
の
経
済
を
支
え

る
物
流
を
守
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
皆
様
方
の
お
声

を
頂
戴
し
︑
予
算
編
成
等
に

し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
た
い
﹂
と
力
強
く
述
べ

た
︒
そ
れ
を
受
け
て
坂
本
全

ト
協
会
長
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件
改
善
実
現
に

向
け
て
︑
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
活
用
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
︑
荷
主
対
策
の
深

度
化
を
通
じ
て
︑
真
面
目
に

事
業
を
運
営
さ
れ
て
い
る
会

員
事
業
者
が
適
正
に
運
賃
・

料
金
を
収
受
し
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
に
還
元
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
強
く
お
願
い
し
た
い
︒

ま
た
︑
燃
料
油
価
格
激
変
緩

和
措
置
に
つ
い
て
も
︑
少
な

く
と
も
現
行
水
準
を
維
持
し

た
上
で
︑
措
置
の
さ
ら
な
る

延
長
を
お
願
い
し
た
い
﹂
と

要
望
し
た
︒

　

全
ト
協
に
よ
る
要
望
説
明

で
は
︑寺
岡
洋
一
副
会
長
（
道

路
委
員
会
委
員
長
）
と
御
手

洗
安
道
路
委
員
会
高
速
道
路

料
金
お
よ
び
諸
問
題
分
科
会

リ
ー
ダ
ー
が
︑
高
速
道
路
料

金
等
の
引
下
げ
や
物
流
基
盤

の
整
備
︑
自
動
車
税
制
お
よ

び
予
算
関
連
要
望
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
︒

　

質
疑
応
答
・
意
見
交
換
を

経
て
︑
石
井
啓
一
公
明
党
幹

事
長
が
﹁
皆
様
方
か
ら
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
︑

要
望
実
現
に
向
け
て
精
一
杯

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
﹂

と
強
い
意
気
込
み
を
述
べ
た
︒

　

同
全
国
大
会
で
は
︑
斉
藤
鉄
夫
国

土
交
通
大
臣
が
﹁
道
路
利
用
者
の
目

線
に
立
っ
た
局
所
的
な
渋
滞
対
策
や

休
憩
施
設
機
能
強
化
に
着
実
に
取
り

組
む
と
と
も
に
︑

大
口
・
多
頻
度

割
引
の
拡
充
措

置
等
︑
道
路
を

利
用
し
て
日
本

を
支
え
る
皆
様
が
活
動
し
や
す
い
環

境
の
確
保
に
努
め
る
﹂
と
︑
自
動
車

運
送
事
業
者
に
配
慮
し
た
異
例
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
︑
全
国
道

路
利
用
者
会
議
第
72
回
全
国

大
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
︑

古
賀
誠
全
国
道
路
利
用
者
会

議
会
長
と
佐
藤
信
秋
自
由
民

主
党
参
議
院
議
員
（
全
国
道

路
利
用
者
会
議
会
長
特
別
補

佐
）
に
対
し
︑
高
速
道
路
料

金
に
つ
い
て
︑
利
用
に
応
じ

た
料
金
制
度
と
し
つ
つ
︑
事

業
者
向
け
割
引
の
継
続
な

ど
︑
決
議
の
内
容
を
計
画
的

か
つ
着
実
に
実
現
す
る
よ
う
︑

強
く
要
望
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
な
ど

の
道
路
利
用
者
や
︑
地
方
公
共

団
体
︑
道
路
・
建
設
等
の
事
業

者
・
団
体
等
が
会
員
と
し
て
参

加
し
て
い
る
全
国
道
路
利
用
者

会
議
（
会
長
・
古
賀
誠
元
衆
議

院
議
員
）
は
︑
10
月
20
日
に
北

海
道
札
幌
市
の
カ
ナ
モ
ト
ホ
ー

ル
に
て
第
72
回
全
国
大
会
を
開

催
︒
坂
本
克
己
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
（
全
国
道
路
利
用

者
会
議
副
会
長
）
に
よ
る
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
同
会
議

へ
の
強
い
要
望
（
別
掲
）
を
受

け
て
︑﹁
利
用
者
目
線
で
の
道

路
整
備
・
管
理
﹂
等
の
項
目
が

盛
り
込
ま
れ
た
決
議
文
を
全
会

一
致
で
採
択
し
た
︒

　

議
事
で
は
決
議
採
択
を
行

い
︑
工
藤
修
二
全
ト
協
副
会
長

・
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

が
︑
６
項
目
か
ら
な
る
決
議
文

（
関
連
２
面
）
を
力
強
く
読
み

上
げ
︑
全
会
一
致
で
採
択
︒
資

材
価
格
が
高
騰
す
る

中
で
も
必
要
な
道
路

整
備
・
管
理
が
長

期
安
定
的
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
︑
新
た
な

財
源
を
創
設
す
る
と

と
も
に
︑
令
和
５
年

度
道
路
関
係
予
算
に

つ
い
て
所
要
額
を
満

額
確
保
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
同
会

議
と
連
携
し
な
が

ら
︑
物
流
の
さ
ら
な

る
活
性
化
に
向
け
て

一
層
の
道
路
整
備
の

推
進
を
強
く
訴
え
て

い
く
こ
と
と
し
て
い

る
︒ （
２
面
に
続
く
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
10
月
18
日
︑
鈴
木
俊
一

財
務
大
臣
と
井
上
貴
博
財

務
副
大
臣
に
対
し
て
︑
大

口
・
多
頻
度
割
引
の
拡
充

措
置
の
延
長
に
関
す
る
要

望
を
行
っ
た
︒

　

当
日
は
全
ト
協
か
ら
︑

坂
本
克
己
会
長
の
ほ
か
︑

寺
岡
洋
一
副
会
長
（
道
路

委
員
会
委
員
長
）︑
御
手

洗
安
道
路
委
員
会
高
速
道

路
料
金
お
よ
び
諸
問
題
分

科
会
リ
ー
ダ
ー
が
出
席
︒

鈴
木
財
務
大
臣
と
井
上
財

務
副
大
臣
に
対
し
て
︑
令

和
５
年
３
月
末
ま
で
の
期

限
と
さ
れ
て
い
る
高
速
道

路
３
社
に
お
け
る
大
口
・

多
頻
度
割
引
の
最
大
割
引

率
50
％
へ
の
拡
充
に
つ
い

て
︑
現
行
の
水
準
を
維
持

し
︑
期
限
を
延
長
す
る
よ

う
要
望
し
た
︒

鈴木俊一財務大臣（右から２人目）に要望書を手渡す坂本克己会長（左から２人目）。寺岡洋一
副会長（左）、御手洗安道路委員会高速道路料金および諸問題分科会リーダー（右）も同席した

（10月18日、財務省）

井上貴博財務副大臣（左から２人目）に対して要望書を手渡す坂本克己会長（右から２人目）。寺
岡洋一副会長（右）、御手洗安道路委員会高速道路料金および諸問題分科会リーダー（左）も
同席した（10月18日、財務省）

坂本　克己
全ト協会長

寺岡　洋一
全ト協副会長

御手洗　安
全ト協道路委員会高速道路料金
および諸問題分科会リーダー

石井　啓一
公明党幹事長

北側　一雄
公明党トラック議員懇話会会長

「利用者目線での道路整備実現」に向け決議文を読み上げる工藤
修二全ト協副会長・北海道トラック協会会長

佐藤　信秋
全国道路利用者会議会長特別補佐

古賀誠全国道路利用者会議会長（左から２人目）に要望書を手渡す坂本克己会長（右から
２人目）。寺岡洋一副会長（左）、工藤修二副会長（中央）、庄子清一副会長（右）も同席

古賀　誠
全国道路利用者会議会長

鈴木財務大臣・井上財務副大臣に対し要望を実施鈴木財務大臣・井上財務副大臣に対し要望を実施 !!!!
高速道路料金の大口・多頻度割引の高速道路料金の大口・多頻度割引の
拡 充 措 置 の 延 長（ 補 正 予 算 ）拡 充 措 置 の 延 長（ 補 正 予 算 ）

「トラック事業者目線の「トラック事業者目線の
道路整備の実現」に向けて道路整備の実現」に向けて

当面する喫緊のトラック業界の課題を強力に要望 !!当面する喫緊のトラック業界の課題を強力に要望 !!
公明党トラック議員懇話会でプッシュ !!公明党トラック議員懇話会でプッシュ !!

第 72 回全国大会で工藤副会長が決議文を朗読第 72 回全国大会で工藤副会長が決議文を朗読全国道路利用者会議全国道路利用者会議
斉
藤
国
土
交
通
大
臣
が

斉
藤
国
土
交
通
大
臣
が

異
例
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

異
例
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

第８回　「北海道鹿追町　然別峡かんの温泉」第８回　「北海道鹿追町　然別峡かんの温泉」

　

羽
田
空
港
か
ら
一
路
︑

﹁
北
の
大
地
﹂北
海
道
ヘ
︒

目
指
す
は
︑
大
雪
山
の
深

山
に
建
つ
一
軒
宿
の
﹁
然

別
峡 

か
ん
の
温
泉
﹂︒
Ｊ

Ｒ
根
室
本
線
新
得
駅
か

ら
車
で
約
１
時
間
︒
日
勝

国
道
を
然
別
峡
方
面
に

走
り
︑
途
中
か
ら
道
道
然
別
峡
線
の
曲
が
り
く

ね
る
山
道
と
深
い
森
を
抜
け
る
と
︑
山
奥
の
行

き
止
ま
り
に
そ
の
宿
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

一
度
は
泊
ま
り
た
い
と
前
々
か
ら
羨
望
の
思

い
を
抱
い
て
い
た
﹁
憧
れ
の
宿
﹂
に
や
っ
と
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
標
高
７
４
０
㍍
の
地
に

立
つ
宿
は
自
家
発
電
で
︑
テ
レ
ビ
は
地
上
波
が

映
ら
ず
︑
携
帯
電
話
も
圏
外
で
す
︒
案
内
さ
れ

た
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
置
い
た
部
屋
は
︑
こ
の

地
の
厳
し
い
冬
を
想
像
で
き
ま
す
が
︑
そ
の
調

度
は
温
も
り
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
︒

　

旅
の
疲
れ
を
と
る
た
め
︑
ま
ず
は
夕
食
の
前

に
ひ
と
風
呂
浴
び
る
こ
と
に
し
ま
し
た
︒

　

ア
イ
ヌ
語
で
﹁
宝
物
が
湧
き
上
が
る
﹂
と
い

う
意
味
の
﹁
イ
コ
ロ
・
ボ
ッ
カ
の
湯
﹂
は
足
元
か

ら
ボ
コ
ボ
コ
と
湧
出
す
る
源
泉
で
︑
そ
の
名
の

由
来
通
り
自
然
が
育
ん
だ
贈
り
物
︒﹁
こ
の
温
泉

は
最
高
だ
︒
本
当
に
来
て
よ
か
っ
た
﹂
と
大
い

に
感
激
し
ま
し
た
︒

　

十
勝
の
食
材
を
使
っ
た
夕
食
も
身
体
に
優
し

く
︑
す
べ
て
頂
き
ま
し
た
︒
ふ
と
︑
窓
の
外
を

見
る
と
︑
灯
に
誘
わ
れ
た
ら
し
き
キ
タ
キ
ツ
ネ

が
い
ま
し
た
︒
そ
の
愛
ら
し
い
動
き
に
︑
つ
い
見

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

　

夢
に
描
い
た
秘
境
の
宿
は
︑
期
待
を
裏
切
る

こ
と
な
く
︑
私
の
脳
裏
に
鮮
烈
な
印
象
を
残
し

ま
し
た
︒

　

翌
日
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
で
︑
新
千
歳
空
港

に
向
か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
︑
旧
狩
勝
線
跡

を
整
備
し
た
散
策
路
﹁
狩
勝
ポ
ッ
ポ
の
道
﹂
は
︑

レ
ン
ガ
ア
ー
チ
橋
や
旧
駅
舎
の
ホ
ー
ム
な
ど
︑

郷
愁
を
誘
い
︑
ま
る
で
往
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
か
の
よ
う
で
し
た
︒

　

続
い
て
向
か
っ
た
﹁
共
働
学
舎
新
得
農
場
﹂

の
カ
フ
ェ
で
食
べ
た﹁
ラ
ク
レ
ッ
ト
オ
ー
ブ
ン
﹂は
︑

濃
厚
な
チ
ー
ズ
が
と
て
も
美
味
で
︑
さ
す
が
酪

農
王
国
と
舌
鼓
︒
東
京
か
ら
訪
れ
た
と
思
し
き

団
体
客
も
︑
人
気
の
ピ
ザ
を
美
味
し
そ
う
に
頰

張
っ
て
い
ま
し
た
︒
輪
の
中
の
女
性
は
︑﹁
空
気

が
美
味
し
い
と
食
事
も
進
む
ね
﹂
と
︑
満
足
度

１
０
０
％
の
様
子
で
す
︒

　

い
つ
訪
れ
て
も
新
た
な
発
見
を
呼
び
起
こ
す

北
海
道
は
︑
私
に
た
く
さ
ん
の
感
動
を
与
え
て

く
れ
る
︑か
け
が
え
の
な
い
魅
力
満
載
の
地
で
す
︒

（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

　夜間、あなたはセンターラインのない道路を走行しています。
右前方には、交差点に隣接するコインパーキングがあります。
この場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避け
るためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみ
ましょう。

状 

況

〔第 152回〕「夜間のコインパーキング周辺」

（解説・7面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
10
月
22
日
~
24
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
︑第
54
回
﹁
全

国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・

コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
︒
総

合
得
点
第
１
位（
９
８
２
点
）

と
な
っ
た
11
㌧
部
門
・
兵

庫
県
代
表
の
西
林
仁
さ
ん

（
西
濃
運
輸
㈱
尼
崎
支

店
）
が
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
獲
得
し
た
（
詳
細
４
・

５
面
）︒

る
再
発
防
止
対
策
を
推
進
す

る
よ
う
盛
り
込
ん
で
い
る
︒

「
事
業
用
貨
物
自
動
車
の

交
通
事
故
の
発
生
状
況（
令

和
3
年
デ
ー
タ
）」
を
発
刊

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
警
察
庁
が
公

表
し
た
令
和
３
年
中
の
全
国

交
通
事
故
統
計
デ
ー
タ
か

ら
︑事
業
用
貨
物
自
動
車（
軽

自
動
車
を
除
く
）
が
第
１
当

事
者
と
な
る
交
通
事
故
の
全

体
傾
向
を
集
計
し
︑﹁
事
業

用
貨
物
自
動
車
の
交
通
事
故

の
発
生
状
況
（
令
和
３
年
デ

ー
タ
）﹂
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
︒
全
ト
協
で
は
︑
事
業
者

等
が
同
冊
子
を
活
用
す
る
こ

と
で
︑
よ
り
効
果
的
な
事
故

防
止
対
策
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
︒
な
お
︑
同

冊
子
は
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
︒

東
京
・
神
奈
川
で
「
国
際
海
上

コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
に
お
け
る
安

全
輸
送
講
習
会
」
を
開
催

今
年
度
中
に
全
国
８
か
所
で
開
催
予
定

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
海

上
コ
ン
テ
ナ
部
会
（
藤
木
幸

二
部
会
長
）
で
は
︑
10
月
21

日
㈮
に
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会

海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会
（
福
岡

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」　
　

　
　 

　
な
ど
を
呼
び
か
け

第
62
回
﹁
正
し
い
運
転
・

明
る
い
輸
送
運
動
﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
４
年
11
月
16
日
㈬

~
５
年
１
月
10
日
㈫
の
期

間
︑
第
62
回
﹁
正
し
い
運
転

・
明
る
い
輸
送
運
動
﹂
を
実

施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確
立

に
よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達

成
を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
・

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
︒
①
飲
酒
運
転
の

根
絶
︑
②
追
突
事
故
お
よ
び

交
差
点
に
お
け
る
事
故
防
止

の
徹
底
︑
③
過
労
運
転
防
止

の
徹
底
︱
︱
な
ど
15
項
目
を

掲
げ
︑
経
営
ト
ッ
プ
︑
管
理

者
お
よ
び
従
業
員
が
一
体
と

な
り
︑
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
︒

　

な
お
︑
今
回
の
実
施
計
画

に
は
︑
依
然
と
し
て
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
飲
酒
運
転
事
案
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
︑
全
ト
協

作
成
﹁
飲
酒
運
転
防
止
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
令
和
４
年
６
月

一
部
改
訂
）﹂
を
活
用
し
指

導
を
徹
底
す
る
ほ
か
︑
車
輪

脱
落
事
故
防
止
に
つ
い
て
︑

全
ト
協
作
成
﹁
ス
ト
ッ
プ
！

車
輪
脱
落
事
故
~
タ
イ
ヤ
交

換
作
業
の
手
順
と
方
法
~
﹂

等
を
活
用
し
︑
実
効
性
の
あ

淳
一
部
会
長
）と
の
共
催
で
︑

10
月
24
日
㈪
に
は
神
奈
川
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
海
上
コ
ン
テ

ナ
部
会（
藤
木
幸
二
部
会
長
）

と
の
共
催
で
︑﹁
国
際
海
上

コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
に
お
け
る

安
全
輸
送
講
習
会
﹂
を
開
催

し
た
︒

　

10
月
21
日
は
︑
14
時
よ
り

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館

で
開
催
︒
国
際
海
上
コ
ン
テ

ナ
積
載
ト
レ
ー
ラ
横
転
実
証

実
験
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
を
行
っ
た

後
︑
村
上
強
志
国
土
交
通
省

自
動
車
局
安
全
政
策
課
長
が

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
陸
上

輸
送
に
係
る
安
全
対
策
等
に

つ
い
て
説
明
を
実
施（
写
真
）︒

１
都
５
県
の
海
コ
ン
部
会
員

約
70
人
が
参
加
し
た
︒

　

続
く
10
月
24
日
は
︑
15
時

よ
り
神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
総

合
会
館
に
て
開
催
︒
国
際
海

上
コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
輸
送
に

係
る
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
︑

関
東
運
輸
局
の
担
当
官
が
説

明
︒
神
奈
川
県
ト
協
海
コ
ン

部
会
員
等
約
60
人
が
参
加
し

た
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
海
コ
ン
部

会
で
は
︑
今
回
実
施
し
た
２

回
も
含
め
︑
令
和
４
年
度
中

に
８
か
所
で
同
講
習
会
を
開

催
す
る
予
定
︒

第
57
回
「
適
正
化
事
業
委
員
会
」

の
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
︑
報
告
内
容
に
つ
い
て
了

承
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
活
動
状
況
の
報
告

で
は
︑
４
年
度
重
点
項
目
に

掲
げ
て
い
る
︑﹁
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴

う
巡
回
指
導
の
適
切
な
対

応
﹂︑﹁
巡
回
指
導
に
係
る
対

象
事
業
者
の
重
点
化
お
よ
び

運
送
事
業
の
適
正
化
の
充
実

強
化
﹂︑﹁
巡
回
指
導
に
係
る

評
価
手
法
の
全
国
均
一
化
の

推
進
﹂︑﹁
適
正
化
事
業
指
導

員
に
対
す
る
研
修
事
業
の
充

実
お
よ
び
更
な
る
資
質
の
向

上
﹂
︱
︱
な
ど
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
︒﹁
巡
回
指
導

に
係
る
対
象
事
業
者
の
重
点

化
お
よ
び
運
送
事
業
の
適
正

化
の
充
実
強
化
﹂
で
は
︑
地

方
実
施
機
関
に
お
い
て
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
に
留
意
し
つ
つ
︑﹁
巡
回
指

導
の
指
針
﹂
お
よ
び
﹁
巡
回

指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
に
基
づ

き
︑
新
規
事
業
者
や
総
合
評

価
の
低
い
事
業
者
へ
の
巡
回

指
導
に
努
め
て
い
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
27
日
︑
第
57
回
﹁
適
正

化
事
業
委
員
会
﹂（
中
川
才

助
委
員
長
）
を
開
催
し
た
︒

　

会
議
冒
頭
︑
中
川
委
員
長

か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
︑

そ
の
後
の
議
事
で
は
﹁
令
和

４
年
度
適
正
化
事
業
実
施
機

関
の
活
動
状
況
﹂
に
つ
い
て

報
告
し
︑
こ
れ
を
踏
ま
え
た

適
正
化
事
業
全
般
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
重
点
項
目
に
関
す
る

取
り
組
み
を
説
明

第57回適正化事業委員会（10月27日、全ト協）

第第
5454
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

西
林
仁
さ
ん
（
11
㌧
部
門
・
兵
庫
県
代
表
）
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得左から工藤修二交通対策委員長、真浦将利さん、松浦龍樹さん、坂本克己会長、西林仁さん、草野真理子さん

内閣総理大臣杯を国土交通省の堀内丈太郎自動車局長（左）から授与された西林仁さん（右）

（
11
月
１
日
〜
30
日
）

▽
11
月
８
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
２
回
総
務
委
員
会

・
第
５
回
道
路
委
員
会

▽
11
月
14
日

・
第
８
回
施
設
事
業
委
員
会

▽
11
月
22
日

・
第
75
回
広
報
委
員
会

　

同
会
議
は
︑
地
方
公
共

団
体
の
ほ
か
︑
道
路
・
建

設
・
自
動
車
・
ト
ラ
ッ
ク

・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の
事

業
者
・
団
体
な
ど
が
会
員

と
し
て
参
加
し
て
お
り
︑

坂
本
克
己
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
は
同
会
議
に

お
い
て
本
部
副
会
長
を
務

め
て
い
る
︒

　

全
国
大
会
で
は
冒
頭
︑

古
賀
誠
全
国
道
路
利
用
者

会
議
会
長
が
あ
い
さ
つ
︒

﹁
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
の
解
消
︑
暫
定
２

車
線
区
間
の
４
車
線
化
な

ど
︑
人
流
・
物
流
の
活
性

化
に
向
け
た
道
路
整
備
は

中
・
長
期
的
な
視
点
で
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を

は
じ
め
と
し
た
道
路
利
用

者
か
ら
の
要
望
を
伺
い
な

が
ら
︑
利
用
者
目
線
で
の

道
路
整
備
の
実
現
に
向
け

て
︑
令
和
５
年
度
道
路
関

係
予
算
の
満
額
確
保
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
﹂
と
︑
道
路
利
用
者
と

一
体
と
な
っ
て
利
用
し
や
す

い
道
路
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
姿
勢
を
強
調
し
た
︒

　

な
お
︑全
国
大
会
に
は
︑

庄
子
清
一
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
（
同
会
議
副
会

長
）
や
寺
岡
洋
一
愛
知
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長（
同
）︑

原
岡
謙
一
兵
庫
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長（
同
）を
は
じ
め
︑

全
国
各
地
の
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
も
出
席
︒﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
を
は
じ
め

と
し
た
︑
利
用
者
目
線
で

の
道
路
整
備
の
実
現
﹂
に

向
け
て
︑
関
係
者
が
一
致

団
結
す
る
絶
好
の
機
会
と

な
っ
た
︒

決
議

　

次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

一、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
に
必

要
な
予
算
・
財
源
を
例
年
以
上
の
規
模
で
確
保
し
、
計
画
的
に

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
５
か
年
加
速
化
対
策
後
も
予
算
・

財
源
を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確
保
し
て
、
継
続
的
に
取
り
組

む
こ
と

一、
災
害
へ
の
備
え
及
び
観
光
等
の
経
済
活
動
復
興
の
た
め
、
人
流
・

物
流
の
活
性
化
に
向
け
た
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
、
四
車
線
化
等
と
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

一、
重
要
物
流
道
路
の
整
備
推
進
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

一、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
者
目
線
で
の
渋
滞
対
策
の

推
進
、
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
休
憩
施
設
の
機
能
強
化
及
び
公
共
交

通
の
維
持
・
支
援

一、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
と
し
つ
つ
、

事
業
者
向
け
割
引
の
継
続

一、
子
供
達
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対

策
の
強
化
・
推
進
と
必
要
な
予
算
の
継
続
的
な
確
保

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
踏
ま
え
、
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
中
で
も
必
要

な
道
路
整
備
・
管
理
が
長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な

財
源
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、
所

要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
を
支
え
る
た
め
、
公
共
事
業
を
含
む
補
正
予
算

を
速
や
か
に
編
成
す
る
こ
と
。

　

令
和
４
年
10
月
20
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
72
回
全
国
大
会

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
7272
回
全
国
大
会

回
全
国
大
会��

（
１
面
か
ら
続
く
）

（
１
面
か
ら
続
く
）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

１
年
間
を
通

し
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
の
平
均
燃
費

が
リ
ッ
タ
ー
当

た
り
１
０
０
ｍ（
０
・
１
㎞
／
ℓ
）延
び
た
ら
︑

燃
料
代
が
ど
れ
だ
け
抑
え
ら
れ
る
か
計
算
し

て
み
る
と
︑
意
外
に
も
大
き
な
数
字
に
な
り

ま
す
︒
例
え
ば
︑
年
間
５
万
㎞
走
行
で
平
均

燃
費
が
５
㎞
／
ℓ
の
場
合
︑
消
費
燃
料
は
１

万
ℓ
で
す
︒
平
均
燃
費
（
㎞
／
ℓ
）
が
１
０

０
ｍ
改
善
す
れ
ば
︑
そ
の
数
値
に
０
・
１
を

掛
け
た
１
０
０
０
㎞
分
が﹁
無
料
走
行
距
離
﹂

に
変
わ
り
ま
す
︒
１
０
０
０
ｍ
（
１
㎞
）
延
び

た
場
合
︑
そ
の
10
倍
の
１
万
㎞
に
な
り
ま
す

か
ら
︑東
京
︱
大
阪
間
（
片
道
約
５
０
０
㎞
）

の
10
往
復
分
の
燃
費
が
浮
く
計
算
で
す
︒

し
て
い
ま
す
︒
ア
メ
リ
カ
の
給
与
体
系
は
︑
社

員
で
も
完
全
歩
合
制（
１
㎞
走
行
当
た
り
40
円
）

で
︑
走
行
し
た
距
離
や
時
間
︑
エ
リ
ア
や
時
期

に
よ
っ
て
変
動
し
︑
燃
費
性
能
や
安
全
運
転
性

も
給
与
の
考
査
対
象
に
な
り
ま
す
︒
燃
費
性
能

に
関
し
て
は
︑
小
数
点
第
２
位
の
部
分
ま
で
算

出
し
︑車
両
別（
型
式
別
）の
順
位
を
公
表
し
て
︑

競
わ
せ
る
会
社
も
あ
る
そ
う
で
す
︒

　

タ
イ
ヤ
ケ
ア
に
関
し
て
も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目

視
点
検
を
最
重
視
し
て
い
ま
す
︒
運
行
前
点
検

で
タ
イ
ヤ
溝
の
消
耗
や
︑
大
き
な
傷
を
発
見
し

た
場
合
︑
会
社
に
報
告
す
れ
ば
︑
車
両
運
行
を

停
止
さ
せ
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
待
機
さ
せ
る
と
い

い
ま
す
︒
ま
た
︑
タ
イ
ヤ
に
偏
摩
耗
が
あ
れ
ば
︑

タ
イ
ヤ
の
位
置
交
換
を
行
い
ま
す
︒
タ
イ
ヤ
の
交

換
時
期
も
︑
溝
の
深
さ
だ
け
を
見
て
判
断
す
る

　

そ
の
﹁
１
０
０
ｍ
の
燃
費
改
善
効
果
﹂
を
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
給
与
体
系
に
大
き
く
反

映
さ
せ
て
い
る
の
が
︑
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
の
使

用
率
が
高
い
海
外
の
輸
送
業
界
で
す
︒

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
見
る
と
︑
海
外
で
活
躍

す
る
日
本
人
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
数
多
く
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
︒
そ
の
中
に
︑
カ
ナ
ダ

で
大
型
自
動
車
免
許
を
取
得
後
︑
３
か
月
の
運

転
研
修
を
経
て
︑
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
に
乗
務
し

て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
が
い
ま
し
た

の
で
︑
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ヤ
事
情
に
つ
い
て
︑
メ

ー
ル
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
︒

　

そ
の
方
は
︑﹁
北
米
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
☆

ゴ
ー
ト
﹂
と
い
う
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
で
す
︒

日
本
で
い
う
社
員
ド
ラ
イ
バ
ー
（
カ
ン
パ
ニ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
）
と
し
て
︑
ア
メ
リ
カ
全
土
を
走
行

の
で
は
な
く
︑﹁
●
年
で
◎
万
㎞
走
行
し
た
ら
新

品
に
交
換
す
る
﹂
と
い
う
﹁
消
費
期
限
﹂
の
よ

う
な
設
定
も
行
っ
て
お
り
︑
ゴ
ム
が
す
り
減
る

ま
で
走
行
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
よ
う
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
こ
ま
め
に
タ
イ
ヤ
の
位
置
交
換

を
繰
り
返
し
て
い
け
ば
︑
走
行
距
離
も
延
び
︑

一
度
に
全
数
交
換
を
行
う
こ
と
も
可
能
に
な
り

ま
す
︒
日
本
で
は
部
分
的
な
タ
イ
ヤ
交
換
（
２

本
や
４
本
）
が
多
い
で
す
が
︑
燃

費
面
か
ら
い
え
ば
︑
全
数
交
換
の

ほ
う
が
よ
り
効
果
的
で
す
︒

　

さ
ら
に
︑
ア
メ
リ
カ
の
ト
レ
ー

ラ
ー
に
は
空
気
圧
を
自
動
調
整
で

き
る
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
タ
イ
ヤ
空
気
圧

監
視
装
置
）
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で

燃
費
が
よ
く
︑
タ
イ
ヤ
へ
の
負
担
も

大
幅
に
軽
く
な
り
ま
す
か
ら
︑
ゴ

ー
ト
氏
も
安
心
し
て
運
行
に
専
念

で
き
る
と
い
う
話
で
し
た
︒
ア
メ
リ

カ
で
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
・
フ
ァ
ー

ス
ト
の
タ
イ
ヤ
ケ
ア
﹂
が
実
践
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
︒

 

第
138
回 

「
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ぶ
タ
イ
ヤ
ケ
ア
の
極
意
」

～高速道路編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		故障などで高速道路上に停止するときは、停止していることを
表示する停止表示器材を置かなければならない。（	○・×	）

❷		高速道路の加速車線や減速車線、路側帯や路肩は本線車道に含
まれないが、登坂車線は本線車道に含まれる。（	○・×	）

❸		高速でトンネルに入ると視力が急激に低下するので、トンネル
に入ったら速やかにスピードを落とす。（	○・×	）

❹		転落や飛散した荷物の除去など必要な措置をとるときには、110
番通報で警察に連絡するとともに、非常電話を利用して荷物の
除去の依頼などをする。（	○・×	）

❺		高速道路から一般道路に出たときは、速度が遅くなりがちであ
る。（	○・×	）

（解答は7面）

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
今
冬

の
積
雪
期
間
に
向
け
た
大
型

車
ユ
ー
ザ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
お
よ
び
使
用
者
に

対
す
る
注
意
喚
起
を
図
る
た

め
︑
大
型
車
の
冬
用
タ
イ
ヤ

お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
の
注
意
事

項
に
関
す
る
チ
ラ
シ
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
︒

　

令
和
２
年
末
以
降
の
大
雪

に
よ
り
︑
関
越
自
動
車
道
︑

 

ト
ラ
ッ
ク
関
係
83
人
が
受
賞

令
和
４
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　

国
土
交
通
省
は
10
月
25

日
︑
令
和
４
年
﹁
自
動
車
関

係
功
労
者
大
臣
表
彰
式
﹂
を

国
交
省
で
挙
行
し
た
︒

　

受
賞
者
数
は
２
３
７
人
で
︑

11
月
に
危
険
物
運
搬
車

両
へ
の
指
導
取
締
り
を

実
施

高
圧
ガ
ス
容
器
移
動
中
の

事
故
防
止
を
呼
び
か
け

　

警
察
庁
で
は
︑
11
月
１
日

㈫
~
30
日
㈬
の
１
か
月
間
に

わ
た
り
︑
危
険
物
運
搬
車
両

に
対
す
る
指
導
取
締
り
を
実

施
す
る
︒

北
陸
自
動
車
道
等
に
お
い
て

多
く
の
大
型
車
両
が
立
ち
往

生
し
た
こ
と
で
︑
大
量
の
車

両
が
路
上
に
滞
留
す
る
事
案

が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
︑
３
年
１
月
に
関
係
団
体

か
ら
構
成
さ
れ
る
勉
強
会
を

設
置
し
︑
立
ち
往
生
の
原
因

や
防
止
策
に
つ
い
て
技
術
的

に
分
析
・
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
︑
大
型
車
ユ
ー
ザ
ー

こ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
関
係
は
83
人
が
受
賞
︒
国

土
交
通
省
の
藤
井
直
樹
事
務

次
官
か
ら
受
領
代
表
の
佐
次

田
朗
氏
（
丸
石
運
送
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）
へ
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
（
写
真
）︒

　

受
賞
者
は
次
の
各
氏
（
敬

称
略
）︒

　

ひ
と
た
び
危
険
物
運
搬
車

両
に
よ
る
事
故
が
発
生
す
れ

ば
︑
国
民
の
生
命
︑
身
体
お

よ
び
財
産
に
重
大
な
危
害
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
ほ

か
︑
交
通
遮
断
に
よ
る
経
済

活
動
の
停
滞
等
︑
社
会
生
活

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
と
な
る
︒

　

９
月
29
日
に
は
︑
愛
知
県

内
の
東
名
高
速
道
路
上
で
︑

道
路
の
制
限
違
反
︱
︱
に
関

す
る
指
導
取
締
り
を
重
点
に

置
く
ほ
か
︑
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
携
帯
に
関
す
る
指
導
も
実

施
す
る
︒

　

ま
た
︑
高
圧
ガ
ス
保
安
協

会
で
は
同
取
締
り
の
実
施
に

併
せ
て
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
員
事
業
者
に
対
し

て
︑
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基

づ
く
高
圧
ガ
ス
の
移
動
に
係

る
技
術
基
準
の
遵
守
や
︑
同

協
会
が
作
成
し
た
事
故
防
止

の
注
意
事
項
の
活
用
な
ど
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
を
運
搬
す
る

車
両
が
絡
む
爆
発
・
火
災
事

故
も
発
生
し
て
い
る
︒

　

警
察
庁
で
は
︑
危
険
物
運

搬
車
両
に
よ
る
事
故
の
未
然

防
止
と
︑
危
険
物
取
扱
者
の

遵
法
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
︑
消
防
危
険
物
︑
高
圧
ガ

ス
︑
毒
劇
物
︑
火
薬
類
お
よ

び
届
出
対
象
病
原
体
等
を
運

搬
し
て
い
る
車
両
を
対
象
に
︑

指
導
取
締
り
を
実
施
す
る
︒

特
に
︑
①
危
険
物
運
搬
上
の

保
安
基
準
違
反
︑
②
車
両
の

安
全
運
行
に
関
す
る
道
路
交

通
法
等
違
反
︑
③
車
両
通
行

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
お

よ
び
大
型
車
使
用
者
を
対
象

に
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
お
よ
び
チ

ェ
ー
ン
の
注
意
事
項
に
関
す

る
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

用
い
た
周
知
を
行
っ
て
い
る
︒

　

チ
ラ
シ
で
は
︑
①
冬
用
タ

イ
ヤ
は
全
車
輪
に
装
着
し
な

い
と
挙
動
が
安
定
し
な
い
こ

と
か
ら
﹁
積
雪
・
凍
結
道
路

で
は
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
を
全
車

輪
に
装
着
﹂
す
る
こ
と
︑
②

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
運
行
前
に

﹁
冬
用
タ
イ
ヤ
の
溝
深
さ
が

新
品
時
の
50
％
以
上
あ
る
こ

と
を
確
認
﹂
す
る
こ
と
︑
③

積
雪
・
凍
結
道
路
に
お
い
て

は
︑
低
速
ギ
ア
で
ゆ
っ
く
り

発
進
︑
坂
道
を
登
り
終
わ
る

ま
で
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
し
な
い

な
ど
︑﹁
運
行
前
に
運
転
上

の
注
意
点
を
把
握
﹂
す
る
こ

と
︱
︱
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
︑
チ
ラ
シ
お
よ

び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し

て
い
る
︒

 

取
引
環
境
改
善
・
長
時
間

労
働
抑
制
へ
の
最
近
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
議
論

「
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

中
央
協
議
会
」・「
生
産
性
向
上

協
議
会
」
を
開
催

　

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働

取
引
委
員
会
と
中
小
企
業
庁

か
ら
は
︑
価
格
転
嫁
対
策
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

ま
た
︑
厚
労
省
か
ら
は
︑﹁
自

動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等

の
改
善
の
た
め
の
基
準
﹂（
改

善
基
準
告
示
）
の
見
直
し
を

含
む
︑
長
時
間
労
働
の
抑
制

に
向
け
た
最
近
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
︒

　

関
係
省
庁
か
ら
の
報
告
を

受
け
︑
昨
今
の
燃
料
価
格
高

騰
等
を
踏
ま
え
た
価
格
転
嫁

を
は
じ
め
と
す
る
適
正
取
引

の
推
進
な
ど
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
に
お
け
る
取
引
環
境
の

改
善
や
︑
長
時
間
労
働
の
抑

制
に
向
け
て
︑
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
た
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
ら
は
馬
渡
雅
敏
副
会

長
︑浅
井
隆
副
会
長
が
出
席
︒

馬
渡
副
会
長
が
︑
今
般
︑
改

善
基
準
告
示
の
見
直
し
の
在

り
方
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
︑﹁
使
用
者
側

と
し
て
実
態
に
即
し
た
取
り

扱
い
を
主
張
し
て
き
た
が
︑

厚
労
省
に
は
特
に
﹃
荷
主
対

策
﹄
に
つ
い
て
一
定
の
配
慮
を

い
た
だ
い
た
︒
改
善
基
準
告

示
は
︑
自
動
車
運
転
者
を
労

働
者
と
し
て
使
用
す
る
全
事

業
に
適
用
さ
れ
る
︒
自
家
用

自
動
車
の
自
動
車
運
転
者

や
︑
そ
の
使
用
者
に
対
し
て

も
周
知
を
図
っ
て
ほ
し
い
﹂

と
述
べ
た
︒

 

自
動
運
転
車
に
よ
る
自
動

車
運
送
事
業
の
実
現
に
向

け
て
論
点
整
理
を
実
施

「
輸
送
の
安
全
確
保
等
に

関
す
る
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
10
月
20

日
︑
第
２
回
﹁
自
動
運
転
車

を
用
い
た
自
動
車
運
送
事
業

に
お
け
る
輸
送
の
安
全
確
保

等
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を
開

催
し
た
︒

　

自
動
運
転
の
実
用
化
に
向

け
た
実
証
実
験
や
制
度
整
備

が
進
め
ら
れ
る
中
︑
今
年
４

月
に
は
特
定
自
動
走
行
に
係

る
許
可
制
度
の
創
設
等
に
関

す
る
改
正
道
路
交
通
法
が
公

布
さ
れ
た
︒
同
検
討
会
で
は
︑

道
交
法
改
正
を
踏
ま
え
︑
旅

客
・
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
が
︑
従
来
と
同
等
の
輸
送

の
安
全
等
を
確
保
し
つ
つ
︑

自
動
運
転
車
を
用
い
て
事
業

を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る

た
め
に
具
体
的
に
講
ず
べ
き

事
項
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
い
る
︒

　

今
回
は
︑
実
証
実
験
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
自
動
車
運

送
事
業
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

（
今
年
７
月
~
10
月
に
実

施
）
を
受
け
︑
論
点
整
理
を

実
施
︒﹁
運
転
操
作
以
外
の

業
務
を
行
う
者
に
対
し
て
︑

ど
の
よ
う
な
条
件
を
求
め
る

か
﹂︑﹁
自
動
運
転
車
を
用
い

て
行
う
運
送
事
業
に
お
い

て
︑
運
転
者
が
い
る
場
合
と

同
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
︑
運
送
事
業
者
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
求
め

る
べ
き
か
﹂︑﹁
貨
物
の
積
載

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
︑

自
動
運
転
車
両
の
設
備
と
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
求
め

る
べ
き
か
﹂
︱
︱
な
ど
の
論

点
が
挙
げ
ら
れ
た
︒

　

な
お
︑
同
検
討
会
で
は
︑

冬
頃
に
実
施
す
る
第
３
回
会

議
に
お
い
て
︑
取
り
ま
と
め

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
︒

 

高
速
道
路
の
短
距
離
利
用

増
加
に
よ
り
一
般
道
の
交
通

が
円
滑
化

中
京
圏
の
新
た
な
高
速
道
路

料
金
導
入
後
の
交
通
状
況

　

国
土
交
通
省
は
10
月
20

日
︑
中
京
圏
の
新
た
な
高
速

道
路
料
金
導
入
後
の
交
通
状

況
等
を
発
表
し
た
︒

　

中
京
圏
で
は
︑
高
速
道
路

を
﹁
賢
く
使
う
﹂
た
め
︑
名

古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道

（
名
二
環
）
の
開
通
に
合
わ

せ
て
︑
令
和
３
年
５
月
１
日

か
ら
︑
中
京
圏
の
高
速
道
路

に
新
た
な
料
金
体
系
を
導
入

し
て
い
る
︒

　

新
た
な
料
金
導
入
後
の
主

な
交
通
状
況
は
次
の
通
り

で
︑
国
交
省
で
は
︑
新
た
な

高
速
道
路
料
金
に
よ
る
１
年

間
の
交
通
状
況
の
変
化
に
よ

り
︑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と

相
ま
っ
て
︑
高
速
道
路
が
よ

り
賢
く
使
わ
れ
る
効
果
を
確

認
し
た
と
し
て
い
る
︒

①
名
古
屋
高
速
の
短
距
離
利

用
が
増
加

②
名
二
環
の
短
距
離
利
用
が

増
加
し
︑
一
般
道
の
交
通
が

円
滑
化

③
旧
料
金
圏
を
跨
ぐ
利
用
が

増
加
し
︑
一
般
道
の
交
通
が

円
滑
化

④
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
・
東

海
環
状
自
動
車
道
経
由
の
経

路
の
割
合
が
増
加
し
︑
高
速

道
路
の
利
用
が
分
散

⑤
渋
滞
緩
和
（
高
速
道
路
・

一
般
道
）
に
寄
与

省
は
10
月
18
日
︑第
15
回﹁
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引

環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央

協
議
会
﹂お
よ
び
第
14
回﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向

上
協
議
会
﹂（
座
長
・
野
尻

俊
明
学
校
法
人
日
通
学
園
理

事
長
）
を
開
催
し
た
︒

　

今
回
の
協
議
会
で
は
︑
関

係
省
庁
か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
に
お
け
る
取
引
環
境
の

改
善
お
よ
び
長
時
間
労
働
の

抑
制
に
向
け
た
最
近
の
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
報
告
︒
国

交
省
か
ら
は
︑
荷
主
対
策
の

深
度
化
や
燃
料
高
騰
に
よ
る

価
格
交
渉
・
転
嫁
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
︒
公
正

降
雪
期
を
前
に
　
　
　
　
　
　
　

注
意
事
項
に
関
す
る
周
知
を
実
施

冬
用
タ
イ
ヤ
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
の

適
切
な
使
用
な
ど

　国土交通省では、物流を取り巻く現状・課題や目指すべき方
向性に関する広報を強化するための方策を検討しており、検討
の一環として物流関係事業者の皆様への「物流に関する危機
意識」についてのアンケートを実施しています。
　アンケート調査はWeb方式で実施し、以下のURLまたは二次
元コードからアクセスいただき、物流危機に対する①問題意識の
現状、②取り組みの現状、③取り組みの今後に向けて、④企
業情報等にご回答ください。

◇アンケート調査内容
　・物流危機に対する「問題意識」の現状
　・物流危機に対する「取り組み」の現状
　・物流危機に対する「取り組み」の今後に向けて
　・事務的な事項（企業情報等）

◇アンケートのURL
　https://questant.jp/q/7K0ILS2N

　回答受付期限：11月8日（火）

◇問い合わせ先：
　国土交通省総合政策局物流政策課
　E-mail：hqt-logistics001@gxb.mlit.go.jp

国 交 省

「物流に関する実態把握調査」について「物流に関する実態把握調査」について
アンケートご協力のお願いアンケートご協力のお願い

︻
経
営
者
等
（
51
人
）︼
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道
一
司
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㈱
亀
田
葬

儀
社
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
佐
藤
信
樹
（
㈲
丸
善
さ

と
う
代
表
取
締
役
）
▽
鈴

木
勝
（
鈴
木
産
業
運
輸
㈱

代
表
取
締
役
）
▽
林
勇
作

（
日
の
出
運
輸
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代
表
取

締
役
社
長
）
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藤
山
幸
伸
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キ
ョ
ー
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ー
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代
表
取

締
役
社
長
）
▽
堀
川
和
雄

（
丸
北
建
設
運
輸
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）
▽
庄
子
清

信
（
岩
手
庄
子
運
送
㈱
代

表
取
締
役
）
▽
赤
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信
弥
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田
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代
表

取
締
役
社
長
）
▽
相
良
栄

（
相
良
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
会
長
）
▽
中
山
宏
（
中

山
運
送
㈱
代
表
取
締
役
専

務
）
▽
長
谷
川
義
雄
（
長
谷
川

運
送
㈱
代
表
取
締
役
）
▽
小
宮

俊
光
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司
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▽
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勇
一
（
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
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Ｏ
ク
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フ
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㈱
代
表
取
締
役
）
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小

沢
庄
一
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三
興
運
輸
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代
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締

役
会
長
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▽
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密
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徳
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運
輸
倉
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代
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締
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社
長
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運
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代
表
取
締
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代
表
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表
取
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代
表
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元
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㈱
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会
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岡
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運
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表
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表
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洋
佑
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商
事
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締
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会
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代
表
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▽
渡
邉
次
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ア
ト
ラ
ン

ス
代
表
取
締
役
）
▽
山
本
敦
（
名

海
運
輸
作
業
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
上
村
廣
和
（
阿
倉
川
運

送
㈱
取
締
役
会
長
）
▽
羽
山
博
康

（
羽
山
流
通
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
内
藤
晴
之
（
内
藤
運
輸

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
菅
原
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（
菅
原
運
送
㈱
代
表
取
締

役
）
▽
木
南
一
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（
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新
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運
送

代
表
取
締
役
社
長
）
▽
廣
瀨
久
雄

（
藤
俊
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
小
浦
正
臣
（
酸
和
運
送

㈱
代
表
取
締
役
）▽
河
野
俊
一（
中

部
貨
物
㈲
代
表
取
締
役
）
▽
炭

谷
明
（
㈲
炭
谷
運
送
代
表
取
締

役
会
長
）
▽
遠
藤
俊
夫
（
岡
山

県
貨
物
運
送
㈱
代
表
取
締
役
会

長
）
▽
小
坂
政
司
（
中
国
通
運

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
向
井

祐
治
（
㈲
光
屋
代
表
取
締
役
）

▽
森
本
昭
博
（
光
穂
建
設
㈱
取

締
役
）
▽
佐
々
木
誠
治
（
㈲
佐

々
木
運
送
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
中
嶋
利
文
（
㈱
西
物
代
表
取

締
役
）
▽
岩
竹
秀
直
（
㈲
郡
浦

運
送
代
表
取
締
役
）
▽
山
田
進
一

郎
（
㈲
八
代
運
送
代
表
取
締
役

会
長
）
▽
佐
次
田
朗
（
丸
石
運

送
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

︻
運
転
者
（
32
人
）︼

▽
浅
香
武
久
（
㈲
こ
だ
ま
運
輸
）

▽
工
藤
輝
弘
（
㈲
鈴
木
運
輸
）

▽
兵
藤
清
美
（
高
山
運
輸
倉
庫

㈱
）
▽
亀
居
守
（
㈱
Ｄ
Ｎ
Ｐ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
）
▽
熊
谷
敏
彦
（
都

北
運
輸
㈱
）
▽
鈴
木
正
（
㈱
岩

崎
運
送
）
▽
藤
巻
一
直
（
西
町
運

送
㈱
）
▽
加
藤
明
彦
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昭
産
運

輸
㈱
）
▽
佐
藤
正
長
（
結
城
運

輸
倉
庫
㈱
）
▽
栗
田
和
広
（
上

野
運
輸
㈱
）
▽
竹
田
一
郎
（
㈲
三

原
運
輸
商
事
）
▽
望
月
一
正
（
㈱

福
島
運
輸
）
▽
中
塩
則
仁
（
㈲

宮
崎
運
輸
）
▽
村
田
峰
夫
（
日

本
郵
便
輸
送
㈱
）
▽
福
森
隆
司

（
江
洲
運
輸
㈱
）
▽
増
本
覚
（
㈱

滋
賀
ユ
ニ
ッ
ク
）
▽
宮
崎
史
朗
（
太

陽
運
輸
㈱
）
▽
野
々
上
浩
二
（
日

本
通
運
㈱
）
▽
角
谷
末
廣
（
河

西
運
輸
㈱
）
▽
玉
川
幸
男
（
平

田
運
送
㈱
）
▽
野
村
秀
雄
（
㈱
ケ

イ
シ
ン
）
▽
上
岡
吉
行
（
㈱
ブ
ル

ー
テ
ッ
ク
）
▽
黒
田
英
作
（
㈱
浜

田
運
送
）
▽
玉
田
義
一
（
㈲
御
立

輸
送
）
▽
西
川
橋
藏
（
㈱
新
宮

運
送
）
▽
藤
原
登
（
姫
路
合
同

貨
物
自
動
車
㈱
）
▽
鈴
木
勝
也

（
丸
肥
運
送
㈱
）
▽
丸
山
映
（
河

西
運
輸
㈱
）
▽
向
山
憲
一
（
新
栄

陸
運
㈱
）
▽
寺
阪
進
一
（
福
山
通

運
㈱
）
▽
石
原
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二
（
㈲
大
豊

陸
送
）
▽
宮
鹿
野
誠
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味
岡
建

設
㈱
）
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︻
解
説
︼
労
働
安
全
衛
生
法
第
66
条

で
は
﹁
事
業
者
は
︑
労
働
者
に
対
し
︑

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
︑
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
（
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
は
除
く
）
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹂
と
定
め
︑
労
働
安
全

衛
生
規
則
第
44
条
第
１
項
で
︑
常
時

使
用
す
る
労
働
者
に
対
し
て
は
︑
１
年

以
内
ご
と
に
１
回
︑
定
期
に
医
師
に
よ

る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︑
と
し
て
い
ま
す
︒
健
診
項
目
に
は
︑

①
既
往
歴
及
び
業
務
歴
の
調
査
︑
②

自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
有
無
の

　

健
康
診
断
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。
会
社
が
毎
年
行
う
定
期

健
康
診
断
の
受
診
時
間
は
労
働
時

間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
で
す
か
。
法
的
に

は
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。  第258回 

定期健診の受診
時間は労働時間
扱いとすべきか

検
査
︑
③
身
長
︑
体
重
︑
腹
囲
︑
視

力
及
び
聴
力
の
検
査
︑
④
胸
部
エ
ッ

ク
ス
線
検
査
及
び
喀か

く
た
ん痰
検
査
︑
⑤
血

圧
の
測
定
︑
⑥
貧
血
検
査
︑
⑦
肝
機

能
検
査
︑
⑧
血
中
脂
質
検
査
︑
⑨
血

糖
検
査
︑
⑩
尿
検
査
︑
⑪
心
電
図
検

査
︱
︱
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
事
業
者
に
課
せ
ら
れ
た
健
康

診
断
の
実
施
義
務
に
つ
い
て
︑
厚
生

労
働
省
は
安
衛
法
制
定
時
に
解
釈
例

規
を
示
し
て
お
り
︑
ま
ず
︑
そ
の
費

用
は
﹁
法
で
事
業
者
に
健
康
診
断
の

実
施
の
義
務
を
課
し
て
い
る
以
上
︑

当
然
︑
事
業
者
が
負
担
す
べ
き
も
の

で
あ
る
﹂
と
説
明
し
て
い
ま
す
（
昭

和
47
年
９
月
・
基
発
第
６
０
２
号
）︒

そ
の
う
え
で
︑
ご
質
問
に
あ
る
定
期

健
康
診
断
に
要
す
る
時
間
が
労
働
時

間
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
触
れ
︑

健
康
診
断
の
受
診
に
要
し
た
時
間
に

つ
い
て
の
賃
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
︑

﹁
労
働
者
一
般
に
対
し
て
行
わ
れ
る
い

わ
ゆ
る
一
般
健
康
診
断
は
︑
一
般
的
な

健
康
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
事
業
者
に
そ
の
実
施
義
務
を

課
し
た
も
の
で
あ
り
︑
業
務
遂
行
と

の
関
連
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は

な
い
の
で
︑
そ
の
受
診
の
た
め
に
要
し

た
時
間
に
つ
い
て
は
︑
当
然
に
は
事
業

者
の
負
担
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
︑
労

使
協
議
し
て
定
め
る
べ
き
で
あ
る
﹂
と

し
て
い
ま
す
︒

　

つ
ま
り
︑
法
律
の
解
釈
上
は
健
康

診
断
の
受
診
時
間
は
労
働
時
間
で
は

な
い
た
め
︑
か
か
っ
た
時
間
に
対
し
事

業
者
は
賃
金
を
支
払
う
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
︑
実
際
に
賃
金
を
払
う
か

ど
う
か
は
事
業
場
ご
と
に
労
使
が
協

議
し
て
決
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
︒
し
か
し
︑
同
時
に
解
釈

例
規
は
﹁
労
働
者
の
健
康
の
確
保
は
︑

事
業
の
円
滑
な
運
営
の
不
可
欠
な
条

件
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
︑
そ
の

受
診
に
要
し
た
時
間
の
賃
金
を
事
業

者
が
支
払
う
こ
と
が
望
ま
し
い
﹂
と

も
述
べ
て
い
ま
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
健

康
診
断
実
施
の
趣
旨
や
︑
過
労
死
・

過
重
労
働
が
多
発
し
て
い
る
昨
今
の

状
況
を
考
慮
す
る
と
︑
労
働
者
の
健

康
確
保
へ
の
自
覚
を
高
め
︑
健
康
診

断
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

も
︑
受
診
時
間
を
労
働
時
間
に
カ
ウ

ン
ト
す
る
方
が
よ
り
有
効
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
︒
た
だ
し
︑
労
働
者
が

事
業
者
の
指
定
す
る
医
師
の
健
康
診

断
を
希
望
せ
ず
︑
別
の
自
ら
が
希
望

す
る
医
師
の
健
康
診
断
を
受
け
︑
そ

の
結
果
を
事
業
者
に
提
出
す
る
よ
う

な
場
合
（
安
衛
法
第
66
条
第
５
項
た

だ
し
書
）は
別
扱
い
と
す
る
べ
き
で
す
︒

　

な
お
︑
同
じ
健
康
診
断
で
も
︑
特

定
の
有
害
な
業
務
に
従
事
す
る
労
働

者
を
対
象
と
す
る
特
殊
健
康
診
断
に

つ
い
て
は
︑
事
業
の
遂
行
に
か
ら
ん
で

当
然
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

性
格
の
も
の
で
あ
り
︑﹁
所
定
労
働
時

間
内
に
行
わ
れ
る
の
を
原
則
﹂
と
し
︑

﹁
実
施
に
要
す
る
時
間
は
労
働
時
間

と
解
さ
れ
る
の
で
︑
当
該
健
康
診
断

が
時
間
外
に
行
わ
れ
た
場
合
に
は
︑

当
然
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
﹂（
同
解
釈
例

規
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
︑
念
の
た

め
︒

Ａ�

業
務
遂
行
と
の
関
連
性
　

は
な
く
カ
ウ
ン
ト
不
要

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
業
界

を
挙
げ
た
安
全
意
識
の
高
揚

と
交
通
事
故
防
止
活
動
の
推

進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
い
る
も
の
で
︑
全

ト
協
が
主
催
し
︑
内
閣
府
︑

国
土
交
通
省
︑
警
察
庁
と
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
︑

（
一
財
）
全
日
本
交
通
安
全

協
会
︑（
一
社
）
日
本
自
動

車
整
備
振
興
会
連
合
会
の
後

援
を
得
て
︑
昭
和
44
年
か
ら

毎
年
開
催
し
て
い
る
（
令
和

２
年
の
第
52
回
大
会
は
︑
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
中

止
）︒

　

今
年
は
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
地
区
大
会
を
勝

ち
抜
い
て
き
た
１
２
６
人（
う

ち
女
性
17
人
）
の
精
鋭
ド
ラ

イ
バ
ー
が
︑
全
国
大
会
に
参

加
し
た
︒

　

３
日
目
（
10
月
24
日
）
に

は
︑
第
一
ホ
テ
ル
東
京
（
東

京
都
港
区
）
で
表
彰
式
を
開

催
（
写
真
㊦
）︒
こ
ち
ら
も

１
日
目
・
２
日
目
と
同
様
︑

出
場
選
手
の
関
係
者
と
報
道

関
係
者
の
み
が
出
席
可
能
と

な
っ
た
︒
な
お
︑
表
彰
式
と

各
部
門
優
勝
者
記
者
会
見
の

模
様
は
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

の
全
ト
協
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ラ

イ
ブ
配
信
を
行
っ
た
︒

　

式
の
冒
頭
︑
坂
本
会
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
い
︑﹁
最
高
得

市
）
に
お
い
て
︑
学
科
競
技

（
法
規
・
構
造
機
能
・
運
転

常
識
︑
４
０
０
点
満
点
︑
写

真
①
）
と
実
科
競
技
（
運
転

技
能
・
点
検
︑
６
０
０
点
満

点
）
を
行
っ
た
︒

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
防
止
を
図
る
た
め
︑
来

場
者
を
出
場
選
手
の
関
係
者

と
報
道
関
係
者
の
み
に
限
定

し
て
実
施
し
た
︒
ま
た
︑
今

大
会
で
は
事
前
に
出
場
選
手

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

抽
選
を
実
施
し
︑
実
科
競
技

進
行
順
序
を
決
定
す
る
仕
組

み
も
新
た
に
取
り
入
れ
た
︒

　

１
日
目
（
10
月
22
日
）
の

実
科
競
技
で
は
︑
日
常
点
検

・
簡
易
コ
ー
ス
走
行
・
課
題

走
行
（
隘あ

い

ろ路
走
行
︑
ス
ラ
ロ

ー
ム
走
行
︹
前
進
︺︑
写
真

②
~
⑤
）を
実
施
︒
そ
の
後
︑

同
研
修
所
の
講
堂
に
て
学
科

競
技
を
行
っ
た
︒

　

２
日
目
（
10
月
23
日
）
に

は
︑
運
転
技
能
（
高
速
周
回

路
・
幹
線
・
模
擬
市
街
路
の

コ
ー
ス
走
行
と
後
退
ス
ラ
ロ

ー
ム
お
よ
び
Ｓ
字
後
退
︑
車

庫
入
れ
︑
写
真
⑥
~
⑨
）
を

行
っ
た
︒

　

１
日
目
・
２
日
目
の
２
日

間
と
も
︑
風
も
な
く
時
折
日

差
し
が
差
す
穏
や
か
な
天
候

に
恵
ま
れ
た
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
で
︑
各
選
手
に
よ
る
競

技
が
進
ん
で
い
っ
た
︒

点
を
獲
得
さ
れ
た
方
に
は
︑

本
大
会
の
最
高
賞
と
し
て
内

閣
総
理
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ

る
︒
内
閣
総
理
大
臣
賞
が
授

与
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
︑

こ
の
﹃
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹄
が

非
常
に
名
誉
あ
る
賞
で
あ
る

こ
と
の
証
で
あ
る
︒
選
手
の

皆
様
方
に
は
︑
今
回
の
大
会

で
経
験
さ
れ
た
こ
と
を
今
後

の
道
し
る
べ
と
し
︑
事
故
防

止
に
取
り
組
む
全
国
の
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と

し
て
︑
今
後
も
事
故
の
な
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
﹂

と
選
手
た
ち
を
激
励
︒
そ
の

後
︑
全
ト
協
の
佐
竹
克
也
役

員
待
遇
審
議
役
が
大
会
概
要

に
つ
い
て
説
明
︒
総
合
得
点

の
平
均
点
が
８
８
１
点
だ
っ

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
︒

　

続
い
て
︑
順
次
選
手
表
彰

を
実
施
（
入
賞
者
は
左
表
の

通
り
）︒
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と

な
る
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
発

表
で
は
︑
工
藤
修
二
交
通
対

策
委
員
長
か
ら
受
賞
者
の
名

前
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
︑

西
林
さ
ん
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か

り
の
笑
顔
で
壇
上
に
上
が
り
︑

両
腕
を
高
く
挙
げ
て
受
賞
の

喜
び
を
表
現
し
た
︒

　

な
お
︑
各
部
門
第
１
位
の

選
手
に
は
︑
副
賞
と
し
て
海

外
派
遣
賞
が
贈
ら
れ
た
︒

　

式
の
最
後
に
は
︑
堀
内
丈

太
郎
国
土
交
通
省
自
動
車
局

長
と
小
林
豊
警
察
庁
長
官
官

房
審
議
官
が
祝
辞
を
述
べ
た

（
別
掲
）︒

①

各賞受賞者
内閣総理大臣賞 西林　　仁 11 トン部門

警察庁長官賞

松浦　龍樹 4 トン部門

西林　　仁 11 トン部門

真浦　将利 トレーラ部門

草野真理子 女性部門

全日本トラック協会長賞 各部門第 1 位〜 5 位
同点の場合の順位の決定方法
 （ア）過去 5 年間の免許歴を有し、かつ過去 5 年間無事故、無違反の者
 （イ）運転技能の得点の高い者
 （ウ）全てが同点の場合には、高年齢者（同年齢者の場合は誕生日が先

の者）

国土交通大臣賞（事業所表彰）
4トン部門 ㈱日立物流西日本兵庫営業所

11トン部門 西濃運輸㈱尼崎支店

トレーラ部門 ㈱バンテック港運事業本部港運事業部九州港運課

女性部門 岡崎通運㈱上郷ロジネットセンター

全日本トラック協会長特別賞
武田　栄二 中京陸運㈱弥富営業所

国土交通大臣賞（中小企業最高得点者）
坪中　貴之 カリツー㈱刈谷北営業所

各部門入賞者一覧
部門 順位 氏名 都道府県 所属事業所 総合

得点

４
ト
ン

1 松浦　龍樹 兵庫県 ㈱日立物流西日本兵庫営業所 982
2 坪中　貴之 愛知県 カリツー㈱刈谷北営業所 980
3 福﨑　彰彦 京都府 ㈱日立物流西日本大山崎AE営業所 962
4 山本　雄大 北海道 日本通運㈱札幌航空支店千歳空港営業課 961
5 山内　　塁 滋賀県 日本通運㈱京滋警送支店大津センター 961

11
ト
ン

1 西林　　仁 兵庫県 西濃運輸㈱尼崎支店 982
2 浦部　雄大 東京都 日本通運㈱関東警送支店東京警送事業所 981
3 武田　栄二 愛知県 中京陸運㈱弥富営業所 973
4 松本　幸弘 愛媛県 四国西濃運輸㈱松山支店 967
5 生田目　光 茨城県 ㈱日立物流東日本土浦営業部土浦輸送営業所 966

ト
レ
ー
ラ

1 真浦　将利 福岡県 ㈱バンテック港運事業本部港運事業部九州港運課 972
2 渡辺　功彦 愛知県 日本通運㈱名古屋フォワーディング支店国際貨物オペレーション部海上集配課 971
3 古口　喜之 栃木県 ㈱バンテックイースト栃木営業所 961
4 荒井　有一 神奈川県 常盤海運㈱本牧営業所 956
5 栩兼　英生 広島県 日本通運㈱広島支店東部営業課 955

女
性

1 草野真理子 愛知県 岡崎通運㈱上郷ロジネットセンター 965
2 藤本小梨絵 京都府 日本通運㈱京都支店自動車事業所コンテナ課 933
3 千葉　静香 北海道 ヤマト運輸㈱小樽営業所 899
4 後藤　栞奈 岡山県 岡山スイキュウ㈱倉富物流センター 881
5 田嶋　幸代 熊本県 ㈱ランテック熊本支店 880

堀
内
丈
太
郎

国
土
交
通
省
自
動
車
局
長

　

さ
き
ほ
ど
︑
実
科
競
技
の

模
様
を
動
画
で
拝
見
し
ま
し

た
が
︑
今
回
参
加
さ
れ
た
選

手
の
皆
様
が
︑
い
か
に
高
度

な
運
転
技
能
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
お
ら
れ
た
の
か
が
実
感

で
き
ま
し
た
︒

　

今
回
出
場
さ
れ
た
選
手
の

皆
様
は
︑
一
人
ひ
と
り
が
世

の
中
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
﹁
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
ワ

ー
カ
ー
﹂
だ
と
い
う
こ
と
が

で
き
ま
す
︒
今
回
の
全
国
大

会
へ
の
挑
戦
を
機
に
︑
今
後

小
林
豊

警
察
庁
長
官
官
房
審
議
官

　

今
回
の
受
賞
は
︑
日
々
運

転
技
能
や
安
全
に
対
す
る
知

識
を
磨
い
て
こ
ら
れ
た
成
果

が
表
れ
た
も
の
と
感
じ
て
い

も
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
︑

そ
し
て
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
が
多
く
の
方
々
か
ら
の
憧

れ
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
︑

引
き
続
き
安
全
運
行
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
︑
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

ま
す
︒
今
後
も
ご
自
身
の
高

度
な
技
能
を
活
か
し
て
い
た

だ
き
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
し
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
︒

　

今
年
５
月
に
は
︑
改
正
道

路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
︑
19

歳
か
ら
大
型
・
中
型
免
許
の

取
得
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
︒
運
送
事
業
者
の
皆
様
方

に
は
︑
新
た
な
制
度
を
ご
活

用
い
た
だ
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に
努
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
︑
交
通

事
故
の
な
い
安
全
で
快
適
な

交
通
社
会
の
実
現
に
向
け

て
︑
引
き
続
き
事
故
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

⑧

小林　豊
警察庁長官官房審議官

⑦

堀内　丈太郎
国交省自動車局長

坂本克己会長

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

国
交
大
臣
賞
・
全
ト
協
会
長
特
別
賞

　

中
小
企
業
所
属
の
総
合
得

点
第
１
位
の
選
手
に
贈
ら
れ

る﹁
国
土
交
通
大
臣
賞
﹂は
︑

４
㌧
部
門
・
愛
知
県
代
表
の

坪
中
貴
之
さ
ん
（
カ
リ
ツ
ー

㈱
刈
谷
北
営
業
所
）
が
︑
シ

ニ
ア
選
手
（
50
歳
以
上
）
の

う
ち
︑
全
部
門
を
通
じ
て
総

合
得
点
第
１
位
の
選
手
に
贈

ら
れ
る
﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
長
特
別
賞
﹂
は
︑
11
㌧

部
門
・
愛
知
県
代
表
の
武
田

栄
二
さ
ん
（
中
京
陸
運
㈱
弥

富
営
業
所
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
た
︒

武田 栄二（たけだ えいじ）さん

坪中 貴之（つぼなか たかゆき）さん

　

10
月
22
日
か
ら
23
日
に
か

け
て
は
︑
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央
研

修
所
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
10
月
22
日
~
24
日
の
３
日

間
に
わ
た
り
、
第
54
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
。
最
高
賞
と
な
る
内
閣
総
理
大
臣

賞
に
は
、
西
林
仁
さ
ん
（
11
㌧
部
門
・
兵
庫
県
代
表
）

が
輝
い
た
。

　

こ
こ
で
は
、
各
出
場
選
手
が
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
日
本
一の

座
を
競
い
合
っ
た
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

大会ダイジェスト大会ダイジェスト

■
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た

１
２
６
人
の
精
鋭
ド
ラ
イ
バ
ー
が
し
の
ぎ
を
削
る

■
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た

学
科
競
技
・
実
科
競
技

■
坂
本
会
長
が
選
手
た
ち
を
激
励

入
賞
者
の
歓
喜
が
あ
ふ
れ
た
表
彰
式

③

②④

⑨

⑥

⑤

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
頂
点
目
指
し
て

第
54
回「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」特
集

高
い
運
転
技
能
と
知
識
を
磨
き
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﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
ま
で
の
猶

予
期
間
が
１
年
半
を
切
っ
た
︒﹁
２

０
２
３
年
問
題
﹂
ま
で
は
残
り
半

年
も
な
い
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件
改
善
に
は
︑
一
部

の
荷
主
企
業
の
担
当
者
の
関
心
も

日
増
し
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
︒

　

筆
者
は
５
︑
６
年
前
か
ら
︑
労

働
時
間
短
縮
に
取
り
組
む
事
業
者

を
取
材
し
て
き
た
︒
そ
れ
ら
の
な

か
に
は
︑
す
で
に
９
６
０
時
間
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
事
業
者
も
い
る
︒

あ
る
い
は
︑
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
に
は

達
成
で
き
る
と
い
う
事
業
者
も
い

る
︒
そ
こ
で
︑
取
材
結
果
を
基
に

﹁
労
働
時
間
短
縮
を
進
め
︑
そ
の

た
め
の
原
資
と
な
る
運
賃
料
金
交

渉
の
ポ
イ
ン
ト
﹂
を
整
理
す
る
︒

　

ま
ず
︑
最
初
に
必
要
な
の
は
︑

労
働
時
間
の
実
態
を
把
握
し
︑
ど

こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を
分
析
し
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
ご
と
に
対

処
す
る
こ
と
で
あ
る
︒

﹁
労
働
時
間
の
把
握
と

対
処
は
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
は
な
い
︒
そ
の
日
の

拘
束
時
間
や
労
働
時
間

を
毎
日
記
録
す
る
﹂︒

例
え
ば
︑
月
初
め
に
当

月
に
許
容
さ
れ
る
各
人

の
拘
束
時
間
や
労
働
時

間
を
明
確
に
し
て
お
く
︒
そ
こ

か
ら
毎
日
の
消
化
時
間
を
引
け

ば
︑
月
内
の
残
り
時
間
が
分
か

る
︒﹁
予
定
よ
り
も
時
間
が
オ

ー
バ
ー
し
て
い
れ
ば
︑
そ
れ
に

対
処
し
て
月
末
に
は
予
定
時
間

内
に
収
ま
る
よ
う
に
す
る
﹂︒

　

そ
の
対
処
の

仕
方
は
様
々
だ
︒

同
じ
仕
事
だ
け

を
さ
せ
る
の
で
は

な
く
︑﹁
時
間
の

消
化
具
合
を
見

な
が
ら
︑
比
較

的
短
時
間
の
仕

事
を
組
み
合
わ

せ
る
﹂︒
な
か
に

は
マ
ル
チ
ド
ラ
イ

バ
ー
が
︑
多
数

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
時
間
の
調

整
を
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
︒

い
ず
れ
に
し
て
も

﹁
１
人
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
複
数
の
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
多
能
工
化
す
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
だ
﹂︒

　

ま
た
︑
多
様
な
働
き
方
の
導

入
も
あ
る
︒
個
人
的
な
事
情
や

条
件
に
応
じ
た
働
き
方
の
採
用

で
あ
る
︒
代
表
的
な
ケ
ー
ス
は
︑

週
休
３
日
制
の
正
社
員
ド
ラ
イ
バ

ー
だ
︒﹁
週
休
３
日
制
ド
ラ
イ
バ

ー
を
通
常
勤
務
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

時
間
調
整
と
し
て
︑
勤
務
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
組
む
﹂︒
な
お
︑
週
の

所
定
労
働
時
間
が
40
時
間
な
ら
︑

週
休
３
日
制
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１

日
の
所
定
時
間
は
10
時
間
だ
︒
あ

る
い
は
他
業
種
に
勤
務
し
て
﹁
副

業
を
希
望
す
る
人
を
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
採
用
し
て
︑
正
社
員
ド
ラ

イ
バ
ー
の
時
間
を
調
整
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
﹂︒

　

い
ず
れ
に
し
て
も
︑
労
働
時
間

の
短
縮
に
は
人
件
費
の
増
加
が
伴

う
︒
そ
の
原
資
を
確
保
す
る
た
め

の
も
の
が
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
で

あ
る
︒
標
準
的
な
運
賃
の
交
渉
は
︑

原
点
に
帰
る
と
よ
い
︒
全
産
業
平

均
並
み
の
労
働
時
間
と
収
入
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
交
渉
で
あ
る
︒

つ
ま
り
﹁
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
先
を

担
当
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収

入
を
時
給
換
算
し
て
示
す
こ
と
が

説
得
性
を
高
め
る
﹂︒
さ
ら
に
︑

運
賃
だ
け
で
は
な
く
﹁
標
準
運
送

約
款
﹂
と
連
動
し
て
交
渉
す
る
こ

と
が
︑
実
質
的
な
運
賃
値
上
げ
に

繋
が
る
︒

　

こ
れ
ら
が
時
短
を
推
進
し
︑
原

資
の
確
保
も
実
現
し
て
い
る
事
業

者
の
教
訓
で
あ
る
︒

第
310
回

労働時間短縮と原資確保のポイント

※
解
答
は
、
11
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

︱
︱
普
段
の
業
務
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

兵
庫
県
内
で
一
般
雑
貨
の

集
配
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

午
前
中
は
10
㌧
車
で
の
配
達

を
︑
午
後
か
ら
は
４
㌧
車
に

乗
り
換
え
て
集
荷
を
行
っ
て

い
ま
す
︒

　

普
段
は
４
㌧
車
に
も
10
㌧

車
に
も
乗
務
し
て
い
る
の
で
︑

４
㌧
部
門
と
11
㌧
部
門
︑
ど

ち
ら
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
か

は
悩
み
ど
こ
ろ
で
︑
令
和
元

年
に
一
度
︑
兵
庫
県
大
会
に

４
㌧
部
門
で
出
場
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
︑
そ
の
際

は
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
︒
周
囲
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
︑
今
年

は
11
㌧
部
門
で
県
大
会
に
出

場
・
入
賞
し
︑
全
国
大
会
と

い
う
大
舞
台
に
初
め
て
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

︱
︱
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
歴
は
17
年
ほ

ど
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
な
る
前
は
︑
回
転
寿
司

店
で
魚
を
さ
ば
い
た
り
︑
お

寿
司
を
握
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
︒
運
転
が
好
き
で
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う

仕
事
は
面
白
そ
う
だ
な
﹂と
︑

思
い
切
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
︒

最
初
は
ハ
ー
ド
な
仕
事
だ
と

思
い
ま
し
た
が
︑
お
客
さ
ん

の
反
応
や
︑
支
店
の
仲
間
と

協
力
し
あ
っ
て
仕
事
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
︑
日
々
の
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
︒

︱
︱
受
賞
の
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

記
者
会
見
を
終
え
︑
今
や

っ
と
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し

た
︒
表
彰
式
で
は
︑
ま
ず
４

㌧
部
門
で
同
じ
兵
庫
県
代
表

の
松
浦
さ
ん
が
優
勝
し
て
い

た
の
で
︑
同
じ
県
の
選
手
の

優
勝
に
興
奮
し
て
い
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
ま
さ
か
11
㌧
部
門

で
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
︑

さ
ら
に
自
分
が
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
獲
得
す
る
と
は
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
の
で
︑
非

常
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
大
会
出
場
に
あ
た

っ
て
は
︑
仕
事
に
穴
を
あ
け

て
し
ま
う
た
め
︑
会
社
や
支

店
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒
大
会
出
場
や

試
験
対
策
の
た
め
の
研
修
に

も
︑﹁
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
﹂︑

﹁
頑
張
っ
て
き
て
！
﹂
と
快

く
送
り
出
し
て
く
れ
た
会
社

の
仲
間
の
サ
ポ
ー
ト
に
は
心

か
ら
感
謝
し
て
い
た
の
で
︑

期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
︒

︱
︱
大
会
中
、
入
賞
や
優
勝

を
確
信
し
た
瞬
間
は
あ
り
ま

し
た
か
。

　

確
信
は
全
く
な
か
っ
た
で

す
︒
出
場
順
が
20
番
目
と
ち

ょ
う
ど
真
ん
中
あ
た
り
で
︑

早
か
ら
ず
遅
か
ら
ず
︑
ち
ょ

う
ど
よ
い
順
番
だ
っ
た
た
め
︑

落
ち
着
い
て
臨
む
こ
と
は
で

き
ま
し
た
が
︑
そ
れ
で
も
実

科
競
技
が
始
ま
る
前
は
緊
張

し
ま
し
た
︒

　

特
に
２
日
目
︑

後
退
ス
ラ
ロ
ー
ム

走
行
の
後
の
車
庫

入
れ
は
︑
場
所
を

と
る
た
め
あ
ま
り

練
習
も
で
き
ず
︑

本
番
当
日
ど
う
な

る
か
︑
正
直
不
安

で
し
た
︒
当
日
も

ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
臨
み
︑
車
庫
入

れ
で
は
１
回
切
り

返
し
て
し
ま
っ
た

も
の
の
︑
自
分
の

中
で
は
う
ま
く
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
納
得
し
て
い
ま

し
た
︒

　
﹁
自
分
と
し
て
は
や
り
切

る
こ
と
が
で
き
た
か
な
﹂
と

い
う
程
度
だ
っ
た
の
で
︑
だ

か
ら
こ
そ
自
分
が
優
勝
で
き

た
こ
と
︑
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
本
当
に
驚
き
で
し
た
︒

︱
︱
安
全
運
転
の
た
め
に
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

ト
ラ
ッ
ク
は
車
体
が
大
き

く
︑
死
角
な
ど
走
行
時
の
確

認
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
で
す
が
︑

や
は
り
ま
ず
は
﹁
安
全
を
確

認
し
て
か
ら
車
を
動
か
す
﹂

と
い
う
こ
と
で
す
︒
ま
た
︑

周
り
の
状
況
に
合
っ
た
ス
ピ

ー
ド
や
︑
道
路
交
通
法
等
を

し
っ
か
り
守
っ
て
安
全
運
転

に
努
め
て
い
ま
す
︒

︱
︱
大
会
へ
の
挑
戦
を
通
し

て
得
た
も
の
は
な
ん
で
す
か
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・

コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
出
場
す
る

だ
け
で
勉
強
に
な
る
大
会
で

す
︒
運
転
や
交
通
法
規
の
知

識
も
そ
う
で
す
が
︑
普
段
の

仕
事
を
し
て
い
る
だ
け
で
は

絶
対
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

な
い
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
と
の
交
流
を
深
め
ら

れ
た
こ
と
も
︑
本
当
に
貴
重

な
経
験
で
し
た
︒

　

ま
た
︑
実
科
競
技
を
通
し

て
︑
特
に
法
規
走
行
に
関
し

て
は
︑
普
段
の
運
転
こ
そ
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
︒

　

今
後
は
会
社
や
支
店
の
仲

間
に
︑
法
規
走
行
や
確
認
の

重
要
性
・
有
効
性
を
広
め
︑

会
社
全
体
の
安
全
風
土
を
し

っ
か
り
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
歴
は
13
年
で
︑
10
年
前

か
ら
ト
レ
ー
ラ
に
乗
務
し
て
お
り
︑
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
へ
の
積
み
込
み
を
中
心
に
︑

コ
ン
テ
ナ
輸
送
を
行
っ
て
い
ま
す
︒﹁
十

分
な
車
間
距
離
を
と
る
こ
と
﹂︑﹁
交
差

点
等
の
事
故
多
発
箇
所
に
お
け
る
死
角

の
確
認
と
十
分
な
徐
行
﹂
を
モ
ッ
ト
ー

に
︑日
々
安
全
運
転
に
努
め
て
い
ま
す
︒

　

第
51
回
大
会
に
続
き
︑
２
回
目
の
全

国
大
会
挑
戦
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
︒
率
直
に
﹁
う
れ
し
い
﹂
の
一

言
で
︑
表
彰

式
で
名
前
が

呼
ば
れ
た
瞬

間
は
あ
ま
り

の
う
れ
し
さ

に
ガ
ッ
ツ
ポ

ー
ズ
を
し
ま

し
た
︒

　

会
社
の
方

や
指
導
員
の

方
な
ど
︑
今
回
の
出
場
に
関
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
加
え
︑
一
番
感
謝
し

た
い
の
は
家
族
で
す
︒
自
宅
で
試
験
勉

強
を
し
て
い
る
時
も
︑
妻

が
ひ
と
り
で
９
歳
と
４
歳

の
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て

く
れ
た
り
︑
子
ど
も
た
ち

が
﹁
頑
張
っ
て
ね
！
﹂
と

笑
顔
で
声
を
か
け
て
く
れ

た
り
し
た
こ
と
は
︑
と
て

も
励
み
に
な
り
ま
し
た
︒

ま
た
︑
今
回
得
ら
れ
た
知

識
や
技
術
を
事
業
所
に
持

ち
帰
り
︑
同
僚
や
先
輩
・

後
輩
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
︒

　

も
し
ド
ラ
コ
ン
に
出
場

し
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
ド

ラ
イ
バ
ー
が
い
た
ら
︑﹁
出

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
少

し
で
も
あ
る
な
ら
︑
絶
対

に
出
場
し
た
ほ
う
が
い

い
﹂
と
伝
え
た
い
で
す
︒

積
み
重
ね
て
き
た
勉
強
や

練
習
の
成
果
を
︑
大
会
独

特
の
緊
張
感
の
中
で
発
揮

す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
経
験
は
︑
確
実

に
日
々
の
運
行
に
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
︒

　

普
段
は
４
㌧
車
で
︑
兵
庫
県
内
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
飲
料
・
食
料
品

を
輸
送
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
︒

安
全
運
転
の
た
め
に
最
も
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
は
︑﹁
必
要
以
上
に
車
間
距
離

を
と
っ
て
運
転
す
る
こ
と
﹂
で
す
︒

　

実
科
競
技
で
一
番
自
信
が
あ
っ
た
の

は
市
街
地
走
行
で
︑
驚
く
ほ
ど
緊
張
せ

ず
︑
楽
し
く
運
転
で
き
ま
し
た
︒
入
賞

に
関
し
て
自
信
は
あ
り
ま
し
た
が
︑
ま

さ
か
優
勝
で
き
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し

た
︒
１
位
で

名
前
が
呼
ば

れ
た
瞬
間

は
︑
喜
び
で

思
わ
ず
人
差

し
指
で
天
を

指
し
ま
し
た

（
笑
）︒

　

県
大
会
も

全
国
大
会
も
初
出
場
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

も
４
年
と
日
が
浅
い
28
歳
の
私
が
優
勝

で
き
た
こ
と
で
︑﹁
20
代
の
選
手
で
も
活

躍
で
き
る
﹂
と
い
う
こ
と

を
証
明
で
き
︑
非
常
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
︒

　

感
謝
を
伝
え
た
い
の

は
︑指
導
員
の
方
々
や﹁
お

前
の
分
ま
で
仕
事
す
る
か

ら
頑
張
っ
て
こ
い
よ
！
﹂

と
激
励
し
て
く
れ
た
営
業

所
の
仲
間
︑そ
し
て
家
族
︑

特
に
父
親
で
す
︒
父
親
が

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
で
︑

父
の
姿
を
見
て
﹁
自
分
も

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
っ
て
父
を
超
え
た
い
﹂

と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
︒
今
回
の
優
勝
を
報
告

し
て
︑
父
を
泣
か
せ
た
い

で
す
（
笑
）︒

　

大
会
へ
の
挑
戦
を
通
じ

て
︑
知
識
や
精
神
力
︑
身

体
能
力
や
技
術
な
ど
︑

﹁
心
技
体
﹂
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

今
回
得
ら
れ
た
経
験
を
営
業
所
に
持
ち

帰
り
︑
安
全
運
転
に
し
っ
か
り
と
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
︒

　

普
段
は
10
㌧
車
で
︑
愛
知
県
内
で
の

自
動
車
部
品
輸
送
を
担
当
し
て
お
り
︑

今
大
会
に
は
11
㌧
部
門
の
車
両
で
出
場

し
ま
し
た
︒
運
転
の
際
に
心
が
け
て
い

る
の
は
﹁
歩
行
者
の
保
護
﹂
で
︑
日
ご

ろ
か
ら
常
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
父
親
の

姿
に
あ
こ
が
れ
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な

り
ま
し
た
︒﹁
悔
い
の
な
い
人
生
を
送
る

た
め
︑
何
か
に
挑
戦
し
た
い
﹂
と
い
う

自
発
的
な
思

い
で
︑
今
年

初
め
て
県
大

会
へ
の
出
場

を
決
め
︑
入

賞
し
て
全
国

大
会
に
も
進

む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
︒

ド
ラ
イ
バ
ー

歴
は
10
年
で
︑
今
回
の
優
勝
は
︑
キ
ャ

リ
ア
10
年
と
い
う
節
目
の
集
大
成
に
な

り
ま
し
た
︒　

大
会
中
の
緊
張
を
ほ
ぐ

し
て
く
れ
た
の
は
︑
愛
知

県
大
会
を
と
も
に
勝
ち
上

が
っ
た
﹁
チ
ー
ム
愛
知
﹂

の
仲
間
で
︑
彼
ら
の
励
ま

し
の
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら

れ
︑
や
さ
し
い
声
掛
け
で

不
安
や
緊
張
を
和
ら
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
自

分
が
優
勝
し
た
こ
と
も
も

ち
ろ
ん
う
れ
し
か
っ
た
で

す
が
︑
チ
ー
ム
愛
知
が
今

回
全
員
入
賞
で
き
た
こ
と

は
︑大
き
な
喜
び
で
し
た
︒

こ
の
メ
ン
バ
ー
は
経
験
豊

富
か
つ
実
科
・
学
科
と
も

に
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
︑
彼
ら

が
私
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て

く
れ
た
お
か
げ
で
︑
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
同
じ
女
性
部

門
に
出
場
し
た
選
手
た
ち

と
も
交
流
を
深
め
ま
し

た
︒
ド
ラ
コ
ン
は
挑
戦
の
場
で
あ
る
と

と
も
に
︑
仲
間
と
出
会
う
得
難
い
機
会

を
与
え
て
く
れ
る
場
で
す
︒

４４
㌧㌧
部
門
優
勝

部
門
優
勝

ト
レ
ー
ラ
部
門
優
勝

ト
レ
ー
ラ
部
門
優
勝

女
性
部
門
優
勝

女
性
部
門
優
勝

各
部
門
優
勝
者
の
声

ド
ラ
イ
バ
ー
歴
４
年
の
28
歳
で
手
に
し
た
栄
光

表
彰
式
で
は
喜
び
あ
ふ
れ
る
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
！

「
チ
ー
ム
愛
知
」
の
県
勢
一
丸
で
の
成
果

内閣総理大臣賞内閣総理大臣賞
受賞記念インタビュー受賞記念インタビュー

　

第
54
回
全
国
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、
11

㌧
部
門
・
兵
庫
県

代
表
の
西
林
仁
さ
ん

が
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
西
林

さ
ん
を
は
じ
め
と
し

た
各
部
門
優
勝
者

の
喜
び
の
声
を
お
届

け
す
る
。

11
㌧
部
門
で
つ
い
に
つ
か
ん
だ
全
国
大
会
初
出
場
・
初
優
勝
・
内
閣
総
理
大
臣
賞
！

大会への挑戦通して磨き上げた「心技体」大会への挑戦通して磨き上げた「心技体」

念願の優勝は「家族の支えがあってこそ」念願の優勝は「家族の支えがあってこそ」

キャリア10年の集大成となる「初出場・初優勝」キャリア10年の集大成となる「初出場・初優勝」

松
まつうら

浦　龍
た つ き

樹さん　㈱日立物流西日本兵庫営業所（兵庫県代表）

真
ま う ら

浦　将
まさとし

利さん　㈱バンテック港運事業本部港運事業部九州港運課（福岡県代表）

草
く さ の

野 真
ま り こ

理子さん　岡崎通運㈱上郷ロジネットセンター（愛知県代表）

西
にしばやし

林　仁
ひとし

 さん
西濃運輸㈱尼崎支店
（兵庫県代表）

11トン部門11トン部門
優勝優勝

ド
ラ
コ
ン
は
「
学
び
と
交
流
の
場
」

出
場
す
る
こ
と
自
体
に
価
値
あ
り

第
54
回「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」特
集
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企業プロフィール
■ 社　　　名 飛鳥運輸㈱
■ 本社所在地 新潟県長岡市中之島字根岸846-1
■ 代　表　者 代表取締役社長　韮澤　誠吾  
■ 創　　　業　 昭和45年
■ 設　　　立　 平成2年11月30日
■ 資　本　金 3,500万円
■ 社　員　数 42人（うちドライバー36人）
■ 車　両　数 45台

　

飛
鳥
運
輸
㈱
（
韮
澤
誠
吾

代
表
取
締
役
社
長
）
は
︑
食

品
製
造
機
械
や
半
導
体
製
造

装
置
な
ど
︑
様
々
な
機
械
の

輸
送
の
ほ
か
︑
機
械
の
搬
入

・
設
置
な
ど
も
手
が
け
て
い

る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

現
在
42
歳
で
あ
る
韮
澤
社

長
は
︑
修
行
と
い
う
名
目
で

東
京
に
あ
る
同
業
他
社
に
入

社
し
︑
運
送
事
業
の
経
験
を

積
ん
で
い
た
︒
そ
こ
で
あ
る

協
力
会
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と

知
り
合
い
︑
２
週
間
ほ
ど
一

緒
に
仕
事
を
し
た
︒
そ
の
仕

事
が
終
わ
っ
た
翌
日
の
朝
︑

そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
す

る
車
両
が
︑
前
を
走
る
飲
酒

運
転
の
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
か

ら
落
下
し
た
積
載
物
の
直
撃

を
受
け
︑
運
転
し
て
い
た
ド

ラ
イ
バ
ー
は
亡
く
な
っ
た
︒

仲
間
の
悲
し
い
事
故
に
直
面

し
た
韮
澤
社
長
は
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
に
携
わ
る
者

と
し
て
︑
こ
の
よ
う
な
事
故

は
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
強
く
心
に
刻
ん
だ
と

い
う
︒

　

韮
澤
社
長
は
３
年
半
の
修

行
の
後
同
社
に
戻
り
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
や
機
械
の
設
置
︑
営

業
な
ど
の
職
務
経
験
を
経

て
︑
10
年
前
に
同
社
の
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
︒

そ
の
当
時
︑
同
社
で
は
些
細

な
物
損
事
故
が
多
く
発
生
し

て
い
た
と
い
う
︒
そ
こ
で
韮

澤
社
長
は
︑
従
業
員
の
意
識

変
化
を
図
る
と
と
も
に
︑
事

故
防
止
に
も
繋
げ
た
い
と
の

思
い
か
ら
︑
同
社
の
行
動
理

念
や
行
動
指
針
（
ク
レ
ド
）

を
ク
レ
ド
カ
ー
ド
と
し
て
取

り
ま
と
め
︑
全
従
業
員
に
携

帯
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
︒

　

ク
レ
ド
カ
ー
ド
に
は
︑
同

社
の
従
業
員
と
し
て
目
指
す

べ
き
姿
を
記
し
た
上
で
︑﹁
荷

主
と
の
約
束
事
項
﹂（
７
項

目
）︑﹁
同
社
で
と
も
に
働
く

仲
間
と
の
約
束
事
項
﹂（
８

項
目
）︑﹁
将
来
に
向
け
た
取

り
組
み
﹂（
３
項
目
）を
明
記
︒

荷
主
と
の
約
束
事
項
の
中
に

は
︑﹁
私
は
お
客
様
の
代
理

と
し
て
︑
ま
た
弊
社
の
代
表

　

同
社
で
は
︑
安
全
性
向
上

に
繋
げ
る
た
め
の
社
内
体
制

整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
従
業
員
の
能
力
や

役
割
・
業
務
内
容
か
ら
従
業

員
の
ラ
ン
ク
を
定
め
る
等
級

制
度
を
導
入
︒
同
社
で
は
︑

図
１
で
示
す
通
り
13
段
階
の

レ
ベ
ル
を
定
め
て
い
る
︒
ま

た
︑
等
級
に
応
じ
て
︑
業
務

を
遂
行
す
る
際
の
権
限
や
責

任
を
明
確
に
し
た
︒

　

同
社
が
輸
送
す
る
機
械
類

は
重
量
が
重
く
︑
精
密
な
機

械
で
あ
る
こ
と
か
ら
慎
重
な

荷
扱
い
が
要
求
さ
れ
る
︒
そ

と
し
て
常
に
﹃
安
全
の
先
に

あ
る
本
当
の
安
心
﹄
を
追
求

し
続
け
ま
す
﹂
と
の
内
容
を

盛
り
込
む
な
ど
︑
事
故
防
止

へ
の
意
識
高
揚
を
促
す
内
容

も
盛
り
込
ん
で
い
る
︒
ま
た
︑

交
通
事
故
発
生
時
の
対
処
法

や
自
然
災
害
発
生
時
の
対
応

の
仕
方
︑
車
両
故
障
や
交
通

障
害
に
よ
る
延
着
な
ど
と
い

っ
た
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
対

応
方
法
な
ど
も
明
記
し
て
い

る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
予
期

し
な
い
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
っ
て
し
ま
う
と
気
が
動
転

し
︑
適
切
な
対
応
が
取
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒
し

か
し
︑
し
か
る
べ
き
行
動
を

し
っ
か
り
と
取
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
︑
二
次
的
な
被

害
が
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
︒
事

故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
際
に
も
適

切
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
︑

乗
務
の
際
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー

に
ク
レ
ド
カ
ー
ド
を
携
帯
さ

せ
て
い
ま
す
﹂（
韮
澤
社
長
）

の
た
め
︑
機
械
の
大
き
さ
や

数
︑
輸
送
の
難
易
度
等
に
応

じ
て
︑
５
人
程
度
の
複
数
で

現
場
に
向
か
う
こ
と
が
多
い

と
い
う
︒
現
場
で
は
荷
物
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
︑
リ
ー
ダ

ー
が
作
業
全
体
を
統
括
し
︑

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
や
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
そ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な

が
ら
作
業
を
進
め
︑
荷
物
事

故
防
止
に
努
め
て
い
る
︒
な

お
︑
同
社
の
従
業
員
が
身
に

着
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
は
︑

リ
ー
ダ
ー
や
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
︑

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
一
般
従
業

員
を
見
分
け
る
た
め
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
描
か
れ
て

お
り
︑
誰
が
作
業
の
責
任
者

な
の
か
が
荷
主
企
業
の
担
当

者
に
も
分
か
る
よ
う
に
し
た
︒

　

機
械
の
輸
送
や
搬
入
・
据

え
付
け
の
際
に
は
︑
様
々
な

危
険
の
ポ
イ
ン
ト
が
潜
ん
で

い
る
︒
同
社
で
は
︑
６
人
以

上
の
現
場
作
業
の
際
に
は﹁
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
活
動
表
﹂

（
図
２
）
を
活
用
し
︑
関
係

の
設
置
作
業
に
関
し
て
は
ほ

と
ん
ど
が
未
経
験
だ
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
新
人
教
育
の
際

に
︑
当
地
を
代
表
す
る
歴
史

上
の
人
物
で
あ
る
山
本
五
十

六
の
﹁
や
っ
て
み
せ　

言
っ
て

聞
か
せ
て　

さ
せ
て
み
て　

ほ
め
て
や
ら
ね
ば　

人
は
動

か
じ
﹂
と
い
う
言
葉
に
な
ら

い
︑
ま
ず
指
導
役
の
従
業
員

が
手
本
を
見
せ
︑
小
さ
な
こ

と
で
も
褒
め
る
よ
う
に
し
て
︑

新
人
を
伸
ば
し
て
い
く
よ
う

に
心
が
け
て
い
る
と
い
う
︒

す
る
従
業
員
に
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
る
︒

　

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
活

動
表
は
︑
一
日
の
作
業
の
中

で
ど
の
点
に
ど
ん
な
危
険
や

有
害
性
が
あ
る
か
︑
危
険
度

は
ど
の
レ
ベ
ル
な
の
か
を
明

示
し
た
上
で
︑
リ
ス
ク
を
低

減
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
示

し
︑
事
故
防
止
に
繋
げ
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
に
入
社

し
て
く
る
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー

の
多
く
は
ト
ラ
ッ
ク
の
乗
務

経
験
は
あ
る
も
の
の
︑
機
械

　

同
社
で
は
︑
事
故
防
止
を

図
る
た
め
の
﹁
安
全
会
議
﹂

を
不
定
期
で
開
催
し
て
い
る
︒

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
場

合
︑
遠
隔
地
で
の
機
械
の
搬

入
・
設
置
の
際
に
は
１
週
間

泊
り
が
け
で
作
業
を
行
う
こ

と
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
︑

全
従
業
員
が
集
ま
っ
て
会
議

を
行
う
こ
と
が
難
し
い
︒
そ

の
た
め
︑
数
人
単
位
で
会
議

を
実
施
す
る
こ
と
が
多
い
と

い
う
︒

　

会
議
の
際
に
は
︑
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
撮
影
し
た

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
映
像
等
に
つ
い

て
︑﹁
ど
う
し
た
ら
事
故
を

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
﹂

と
意
見
を
聞
く
︒
従
業
員
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
は
ま
と
め

安
全
性
向
上
に
関
す
る
改
善

提
案
が
積
極
的
に
寄
せ
ら
れ

て
お
り
︑
同
社
で
は
そ
う
し

た
意
見
を
踏
ま
え
て
の
改
善

や
設
備
投
資
な
ど
も
推
進
し

て
い
る
︒

　

同
社
で
は
か
つ
て
︑
ち
ょ
っ

と
し
た
接
触
事
故
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
︑
大
型
車
に

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
導

入
し
た
際
に
は
前
方
と
両
側

面
後
方
を
撮
影
で
き
る
機
種

を
導
入
︒
側
面
後
方
の
映
像

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
効
果
的
に
︑
ト
ラ
ッ

ク
側
面
の
接
触
事
故
へ
の
注

意
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
長
距
離

輸
送
も
多
い
こ
と
か
ら
︑
社

内
に
シ
ャ
ワ
ー
室
や
仮
眠
室

を
整
備
し
て
過
労
運
転
防
止

に
努
め
て
い
る
ほ
か
︑
血
圧

計
や
体
温
計
な
ど
の
健
康
管

理
機
器
も
設
置
す
る
な
ど
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
も

図
っ
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
８
年
ほ

ど
前
か
ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

事
故
防
止
意
識
の
さ
ら
な
る

向
上
を
図
る
た
め
に
︑
無
事

故
手
当
の
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

化
に
踏
み
切
っ
た
︒
以
前
は

給
与
と
一
緒
に
無
事
故
手
当

を
支
給
し
て
い
た
が
︑
給
与

明
細
の
内
容
を
確
認
し
な
い

ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
な
く
な
く
︑

ま
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
家
族
も

無
事
故
手
当
が
支
給
さ
れ
た

の
か
ど
う
か
が
分
か
り
づ
ら

か
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
１
か

月
間
無
事
故
で
あ
っ
た
こ
と
の

﹁
見
え
る
化
﹂
と
し
て
︑
無

事
故
だ
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
給
与
明
細
と
と
も
に

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
こ
と
に
し
た
︒

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
商
品
の

中
か
ら
好
き
な
も
の
を
選
ぶ

こ
と
の
で
き
る
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
は
︑
特
に
ド
ラ
イ
バ
ー

の
家
族
か
ら
好
評
だ
と
い
う
︒

一
方
で
︑
会
社
か
ら
カ
タ
ロ

グ
ギ
フ
ト
を
も
ら
え
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
は
﹁
そ
の
月

は
無
事
故
で
は
な
か
っ
た
﹂

と
い
う
こ
と
で
あ
り
︑
そ
の

際
に
は
家
族
か
ら
叱
ら
れ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
も
少
な
く
な
い

と
い
う
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

は
︑
妻
や
子
ど
も
か
ら
事
故

を
起
こ
し
た
こ
と
を
叱
ら
れ

る
方
が
︑
会
社
か
ら
叱
ら
れ

る
よ
り
も
強
く
印
象
に
残
る

よ
う
で
︑﹃
今
月
は
事
故
ゼ

ロ
を
達
成
し
て
︑
家
族
を
喜

ば
せ
よ
う
﹄
と
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
事
故
防
止
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
︒
当
社
で

は
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
へ
の
変

更
以
降
︑
事
故
件
数
が
半
減

し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

交
通
事
故
防
止
対
策
に
磨

き
を
か
け
る
と
と
も
に
︑
荷

物
事
故
防
止
に
も
力
を
注
い

で
い
る
同
社
︒
最
後
に
︑
韮

澤
社
長
に
今
後
の
事
故
防
止

対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺

っ
た
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
会
議
を
通

じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
︒こ
れ
は
︑

当
社
の
従
業
員
が
事
故
防
止

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
く

れ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ

り
︑
経
営
者
と
し
て
は
こ
う

し
た
従
業
員
の
真
摯
な
気
持

ち
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

今
後
に
向
け
て
は
︑
さ
ら
な

る
安
全
性
向
上
を
目
指
し

て
︑
設
備
投
資
を
怠
り
な
く

推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
︑

当
社
と
従
業
員
が
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
て
事
故
防
止
に
取

り
組
む
こ
と
の
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
も
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
︒
当
社
と
し

て
は
︑
今
後
も
﹃
安
全
の
先

に
あ
る
本
当
の
安
心
﹄
を
追

求
し
続
け
︑
お
客
様
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
輸
送
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
飛
鳥
運
輸
㈱

　

韮
澤
誠
吾
代
表
取
締
役
社

長
、
石
塚
光
春
取
締
役
専
務

同
社
で
は
関
東
や
関
西
な
ど
県
外
へ
の

輸
送
が
全
体
の
７
割
を
占
め
る
。
長
距

離
輸
送
に
お
け
る
過
労
運
転
を
防
ぐ
た

め
、
仮
眠
室
な
ど
も
整
備
し
て
い
る

仲
間
の
事
故
を
機
に
安
全
の
尊
さ
を
強
く
認
識

ク
レ
ド
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
事
故
防
止
を
誓
う

作
業
の
際
の
﹁
危
険
ポ
イ
ン
ト
﹂
を
明
示
し
共
有

等
級
制
度
を
採
り
入
れ
て
人
材
育
成
を
強
化

従
業
員
か
ら
の
提
案
を
受
け
設
備
投
資
を
推
進

﹁
家
族
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
﹂
無
事
故
に
取
り
組
む

同社では、半導体製造装置や食品製造機械など様々な大型機械の輸送・搬入・設
置などを手がけている

「安全の先にある本当の安心」をお客様に提供するために「安全の先にある本当の安心」をお客様に提供するために
クレドカードを導入　事故防止への意識を高めるクレドカードを導入　事故防止への意識を高める

た
上
で
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
社
内
掲
示
板
に
ア
ッ
プ

す
る
︒
同
社
で
は
従
業
員
に

対
し
て
社
用
携
帯
電
話
を
持

た
せ
て
お
り
︑
遠
隔
地
に
い

る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
携
帯
電
話

で
掲
示
板
の
内
容
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
︑

ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
事
故
や

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
発
生
し
た

際
に
も
︑
社
内
掲
示
板
に
情

報
を
逐
次
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し

て
い
き
︑
事
故
の
内
容
を
全

ド
ラ
イ
バ
ー
に
伝
え
る
と
と

も
に
︑
同
じ
よ
う
な
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
迅
速
に
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
る
︒

　

会
議
で
は
従
業
員
か
ら
︑

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒
今
回
は
︑
様
々
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
交
通
事
故
防
止
対
策
に
磨
き
を
か
け
る

と
と
も
に
︑
高
品
質
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
し
て
荷
物
事
故
防
止
に
も
力
を
注
ぐ
︑
新
潟
県
長

岡
市
の
飛
鳥
運
輸
株
式
会
社
を
紹
介
し
ま
す
︒

韮澤　誠吾
代表取締役社長

図１　同社における等級制度
⑤ リーダー ５－２ 　同社では、「１－１」か

ら「５－２」まで 13 段階
の等級制度を設定。従業
員の習熟度に応じて昇級
が行われる。
　なお、評価の際には、
複数人で評価を行うよう
にしている。例えば、A
を評価する際には、B・
C が評価を実施。複数人
で評価を行うことで、よ
り客観的で確かな評価を
行えるように工夫してい
る。また、評価結果は A
に開示し、「よりレベルア
ップするにはどのように
すればいいか」を考えさ
せることで、従業員の成
長に結び付けている。

５－１ B

④ サブリーダー ４－２
４－１

③ マネージャー
３－３
３－２
３－１ C

② ―
２－３
２－２
２－１ A

① ―
１－３
１－２
１－１

図２　リスクアセスメント活動表

　
飛
鳥
運
輸
株
式
会
社
（
新
潟
県
長
岡
市
）

第
32
回
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「2024年問題対応」「モーダルシフト」

	〜高速道路編〜� 	【解 答】3面に問題
❶	○（教則第7章第1節	高速道路に入
る前の心得⑶）高速道路上で故障な
どによって停止するときは、停止して
いることを表示する停止表示器材を
置かなければなりませんので、前もっ
て準備しておく。
❷	×（教則第7章第2節	走行上の注意
⑴）本線車道とは、高速道路で通常
高速走行をする部分（加速車線、減
速車線、登坂車線、路側帯、路肩を

除いた部分）をいう。したがって、登
坂車線は本線車道には含まれない。
❸	×（教則第7章第2節	走行上の注意
3-⑾）高速でトンネルに入ると、視力
が急激に低下するので、あらかじめ手
前で速度を落とす。
❹	○（教則第7章第2節	走行上の注意
4-⑸）高速道路上は危険なので、荷
物が転落、飛散したため、その物を
除去するなど必要な措置をとるとき

には、110番通報で警察に連絡すると
ともに、非常電話を利用して、荷物の
除去の依頼などをする。
❺	×（教則第7章第2節	走行上の注意
5-⑶）一般道路へ出たときは、速や
かに一般道路に見合った運転方法を
とる。特に、高速運転に慣れた後は
速度を出し過ぎになりがちなので、速
度には十分注意する。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①この場面では、バックでコインパーキングから出よう
とする車が確認できます。夜間で視界が悪化している
うえ、バックでは自車の接近に気づいていないことが
考えられます。コインパーキングから出てきた車が安
全に道路に戻れるよう、減速や一時停止して道を譲り
ましょう。駐車がしやすいなどの理由から、前向きに
駐車してバックで道路に戻る車がいます。道路に隣接
したコインパーキングのそばを通行する時には、そ
のような車もいることを認識して、より慎重な運転を
心がけましょう。

②自車の進行方向に一時停止線があることから、交差
路が優先道路ということが分かります。「いつも車は
こないから」と安易に交差点を通過しようとすると、交
差路を進行してきた車と衝突する危険があります。一
時停止すべきところは確実に一時停止しましょう。ま
た、見通しの悪い交差点を通過する時は、多段階停
止（一時停止しての安全確認後、さらに進んだところ
で一時停止して再度安全確認する）を実践してくださ
い。

③交差点の先から自転車が接近しています。自転車は
「トラックは先に行かせてくれるだろう」と考え、やや
強引にでも右折してくることがあります。特に、夜間は
「早く帰りたい」という気持ちから、一層先急ぎになり

①コインパーキングから出てきた車と衝突する危険が
あります（図１）。

②交差点から出てきた車両等と出会い頭に衝突する危
険があります（図2）。

③交差点を右折しようとした自転車と衝突する危険が
あります（図3）。

　夜間、あなたはセンターラインのない
道路を走行しています。右前方には、交差
点に隣接するコインパーキングがありま
す。この場面にはどのような危険がありま
すか。また、危険を避けるためにはどのよ
うな運転をすればよいでしょうか。考えて
みましょう。

図１

図２

図３

がちです。夜間の見通しの悪い交差点を通過
する時は、接近してくる他車（者）の動きをしっ
かり把握するとともに、安全確認を確実に行う
など慎重な運転を心がけましょう。

　
﹁
ロ
ジ
検
定
﹂（
後
援
:

厚
生
労
働
省
︑経
済
産
業
省
︑
国
土
交
通
省
）
と
は
︑
同
協

会
が
実
施
し
て
い
る
事
務
系

職
種
の
能
力
評
価
試
験
﹁
ビ

ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試

験
﹂（
ビ
ジ
キ
ャ
リ
）
の
一
部

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
︒

　

ロ
ジ
検
定
は
︑
表
で
示
し

た
６
種
類
の
試
験
で
構
成
さ

れ
て
い
る
︒
２
級
・
３
級
に
つ

い
て
は
︑﹁
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

管
理
﹂
と
﹁
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂
に
分
か

れ
て
お
り
︑﹁
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
管
理
﹂
で
は
主
と
し
て
ロ

　

試
験
に
合
格
す
る
た
め
の

学
習
を
通
じ
て
︑
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
に
関
し
て
必
要
と
さ

れ
る
幅
広
い
専
門
知
識
を
︑

体
系
的
に
︑
か
つ
比
較
的
低

　

ビ
ジ
キ
ャ
リ
は
︑﹁
職
務
を

遂
行
す
る
上
で
必
要
と
な
る

専
門
知
識
の
習
得
と
実
務
能

力
の
評
価
を
行
う
こ
と
﹂
を

目
的
と
し
た
試
験
で
あ
り
︑

﹁
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
﹂
を
含

め
た
８
分
野
に
お
い
て
︑
１

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
企
画
︑
生
産

・
販
売
計
画
・
在
庫
状
況
等

を
調
整
す
る
需
給
管
理
︑
注

文
状
況
等
を
把
握
す
る
業
務

管
理
に
従
事
し
て
い
る
人
を

対
象
に
︑
ま
た
﹁
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂

で
は
主
に
物
流
セ
ン
タ
ー
な

コ
ス
ト
で
習
得
で
き
る
こ
と

が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
る
︒
基
本
的
に
必
要
な
コ

ス
ト
は
テ
キ
ス
ト
代
と
受
験

料
の
み
で
あ
る
た
め
︑
よ
り

ど
で
︑
荷
役
・
保
管
︑
流
通

加
工
・
包
装
︑
輸
配
送
管
理

業
務
に
従
事
し
て
い
る
人
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
各
試
験
の
出
題
範

囲
は
︑
同
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
︒

多
く
の
従
業
員
を
対
象
と
し

た
人
材
育
成
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
で
き
る
ほ
か
︑
試
験
結

果
を
能
力
評
価
の
参
考
に
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
︒

　

な
お
︑
テ
キ
ス
ト
は
全
国

の
大
型
書
店
ま
た
は
イ
ン
タ

　
﹁
ロ
ジ
検
定
﹂
は
︑
全
国

47
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ

る
︒
試
験
は
筆
記
試
験
で
行

ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
可
能
と
な

っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
過
去
の

試
験
問
題
は
同
検
定
の
Ｈ
Ｐ

で
無
料
公
開
さ
れ
て
い
る
︒

わ
れ
︑
１
級
は
論
述
式
︑
２

級
・
３
級
・
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
級

は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
行

わ
れ
る
︒
受
験
料
は
︑
１
級

１
万
１
０
０
０
円
︑
２
級
７
７

０
０
円
︑
３
級
６
２
０
０
円
︑

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
級
３
３
０
０
円
︒

な
お
︑
ど
の
級
か
ら
で
も
受

験
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒

　

２
０
２
２
年
度
（
後
期
）

の
試
験
日
程
は
︑図
の
通
り
︒

な
お
︑
受
験
申
し
込
み
に
関

す
る
詳
細
は
︑
同
協
会
Ｈ
Ｐ

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
参
照
の

こ
と
︒

図　2022 年度（後期）試験日程
・受験申請受付：令和４年 12 月 9 日㈮まで

・試験実施日：5 年 2 月 19 日㈰

・合格発表日：5 年 3 月 17 日㈮

◇問い合わせ先
・中央職業能力開発協会　能力開発支援部
　ビジネス・キャリア試験課
　E-mail：BCsikengyoumuka@javada.or.jp
　電話：03-6758-2836・2909　FAX：03-3365-2716
（受付時間＝年末年始、祝日を除く月〜金曜 9:15 〜 17:45）

4
受
験
に
関
し
て

級
か
ら
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
級
ま
で

認
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

ロ
ジ
検
定
は
︑
厚
労
省
が

定
め
た
﹁
職
業
能
力
評
価
基

準
﹂に
準
拠
し
て
い
る
ほ
か
︑

﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
（
２

０
２
１
年
度
~
２
０
２
５
年

度
）﹂
に
お
け
る
高
度
物
流

人
材
の
育
成
・
確
保
の
取
り

組
み
の
ひ
と
つ
に
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
︑
物
流
現
場
の

改
善
・
企
画
提
案
が
で
き
る

人
材
の
育
成
に
役
立
っ
て
い

る
︒
ま
た
︑ロ
ジ
検
定
は
﹁
公

的
資
格
試
験
﹂
と
い
う
特
徴

も
も
っ
て
い
る
︒

　

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
10
月
３
日
か
ら
︑﹁
ロ
ジ
検
定
﹂
２
０
２
２
年
度
（
後

期
）
の
受
験
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

ロ
ジ
検
定
は
︑
物
流
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
と
な
る
知
識
の
習
得
と
実
務
能
力

の
評
価
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
試
験
で
︑
物
流
現
場
の
改
善
・
企
画
提
案
が
で
き

る
人
材
の
育
成
に
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
ロ
ジ
検
定
と
受
験
申
請
受
付
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

1
「
ロ
ジ
検
定
」
と
は
？

2
「
ロ
ジ
検
定
」
の
種
類

3
「
ロ
ジ
検
定
」
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

表　「ロジ検定」の試験体系
等級 受験対象者として想定される人 試験の種類（6 種類）

1 級
実務経験 10 年以上

1 級ロジスティクス
（部長、ディレクター相当職を目指す人）

2 級
実務経験 5 年程度

2 級ロジスティクス管理 2 級ロジスティクス・
オペレーション（課長、マネージャー相当職を目指す人）

3 級
実務経験 3 年程度

3 級ロジスティクス管理 3 級ロジスティクス・
オペレーション（係長、リーダー相当職を目指す人）

BASIC 級 学生、就職希望者、内定者、入社して間もない人 BASIC 級ロジスティクス

ロジスティクスに関する知識を身に付けてロジスティクスに関する知識を身に付けて
物流の生産性向上を実現物流の生産性向上を実現

「
ロ
ジ
検
定
」
２
０
２
２
年
度
（
後
期
）
受
験
申
請
受
付
中

令
和
５
年
２
月
19
日
㈰
に
全
国
47
都
道
府
県
で
試
験
を
実
施

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】 ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵便はがきに貼ってお送りくだ
さい。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正
解者の中から抽せんで20名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】 令和４年11月30日（水）（当日消印有効）
【 宛 て先 】 〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
 （公社）全日本トラック協会 総務部広報室

【 発 表 】 当選者の発表は、記念品の発送をもって代えさせていただきます。まちがいさがしの正解は12月1日号の本紙に
掲載します。皆様のご応募をお待ちしています。
※ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラック協会 個人情報保護方

針」に準じます。

まちがいさがしまちがいさがし
30か所みつけられるかな？30か所みつけられるかな？

「秋祭り」テーマ「秋祭り」テーマ

ほっと一息ほっと一息

Ａ

Ｂ

【作画】前川しんすけ
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▼
明
け
方
に

見
た
夢
に

は
︑
か
つ
て

同
じ
職
場
に

在
籍
し
︑
40

年
の
永
き
に
亘
り
尽
力
さ
れ
た
女
性
職

員
が
登
場
し
て
き
ま
し
た
︒
夢
の
中
で

再
会
し
た
場
所
は
ど
こ
か
の
式
場
で
し

ょ
う
か
︒
園
内
の
庭
か
ら
は
高
層
ビ
ル
な

ど
が
一
切
見
え
ず
︑
見
渡
す
限
り
の
青
空

で
す
︒
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
椅
子
に
腰
を
掛

け
て
い
る
と
︑
不
意
に
２
階
か
ら
そ
の
女

性
が
降
り
て
き
て
︑
私
に
﹁
お
久
し
ぶ

り
で
す
︒
元
気
で
頑
張
っ
て
る
わ
ね
﹂
と

一
言
︒懐
か
し
い
声
音
で
し
た
︒▼
試
験
・

面
接
を
経
て
縁
あ
っ
て
就
職
す
る
と
︑
入

職
後
か
ら
そ
の
女
性
に
仕
事
で
あ
れ
こ

れ
と
世
話
を
焼
い
て
頂
き
︑
私
的
な
食

事
会
や
気
の
合
っ
た
仲
間
数
人
と
の
旅

行
に
も
幾
度
と
な
く
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
︒
女
性
は
︑
定
年
で
協
会

を
辞
し
た
後
も
︑﹁
歯
医
者
に
来
た
か

ら
﹂︑﹁
買
物
が
済
ん
だ
か
ら
﹂
と
︑
度
々

訪
ね
て
こ
ら
れ
︑
以
前
事
務
所
が
あ
っ
た

新
宿
で
ラ
ン
チ
を
ご
一
緒
し
ま
し
た
︒
家

庭
の
事
情
で
結
婚
さ
れ
ず
家
族
の
面
倒

を
み
て
暮
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
︑
い
つ
の
間
に
か
連
絡
が
取
れ
な
く
な

り
ま
し
た
︒
ど
う
に
も
気
に
な
っ
て
都
内

荒
川
区
の
ご
自
宅
に
も
足
を
運
び
ま
し

た
が
︑
表
札
は
あ
る
も
の
の
︑
人
の
気
配

は
な
く
︑
空
き
家
の
状
態
で
し
た
︒
近

隣
の
方
に
行
方
を
尋
ね
ま
し
た
が
︑﹁
そ

れ
が
全
く
知
ら
な
い
の
よ
﹂
と
︑
虚
し
い

答
が
返
っ
て
き
ま
し
た
︒
ま
る
で
け
む
り

の
よ
う
に
消
息
を
絶
っ
た
女
性
が
︑
気
に

な
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
警
察
に
行

方
不
明
者
届
が
出
さ
れ
た
の
は
︑
２
０
２

１
年
で
７
万
９
千
人
余
り
︒
過
去
10
年
︑

こ
の
数
字
は
横
這
い
と
の
こ
と
で
︑
私
に

は
想
像
以
上
の
数
字
で
︑
非
常
に
驚
き

ま
し
た
︒
人
間
関
係
・
仕
事
関
係
・
家

族
関
係
と
難
し
い
局
面
が
あ
り
ま
す

が
︑
悩
み
抜
い
た
結
果
か
︑
戻
り
た
く
て

も
そ
れ
が
出
来
な
い
苦
し
い
事
情
が
あ

る
の
か
︑
何
れ
に
し
て
も
悲
し
い
こ
と
で

す
︒
本
人
の
み
が
知
り
得
る
困
難
な
状

況
な
の
で
し
ょ
う
︒
▼
若
い
頃
は
︑
無
我

夢
中
で
走
り
続
け
て
来
ま
し
た
が
︑
一
定

の
年
齢
に
到
達
す
る
と
︑
不
思
議
に
こ
れ

ま
で
自
分
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
人
達

を
回
想
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し

た
︒﹁
私
も
︑
も
う
そ
ん
な
年
齢
に
な
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
﹂
と
感
じ
な
が
ら

も
︑
日
々
の
生
活
は
淡
々
と
過
ぎ
去
っ
て

い
き
ま
す
︒
▼
あ
る
休
日
に
︑
久
し
ぶ
り

に
ア
ル
バ
ム
を
開
く
と
︑
あ
る
時
期
一
緒

に
行
動
を
共
に
し
た
友
人
が
あ
ぶ
り
出

さ
れ
て
き
ま
す
︒
連
絡
の
手
段
が
分
か

ら
ず
現
在
ど
こ
で
ど
う
し
て
い
る
の
か
消

息
を
確
か
め
る
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
︒
そ

ん
な
友
人
た
ち
の
姿
が
ア
ル
バ
ム
を
め

く
る
た
び
︑
一
人
ま
た
ひ
と
り
と
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
の
で
す
︒
▼
人
生
は
後
戻

り
が
出
来
ず
︑
過
去
を
振
り
返
る
と
﹁
あ

の
顔
︑
あ
の
声
︑
あ
の
人
の
姿
は
今
何
処

に
﹂
と
︑
懐
か
し
い
人
達
が
走
馬
灯
の
よ

う
に
目
の
前
に
現
れ
て
は
消
え
て
い
き
ま

す
︒
ひ
と
り
の
人
間
が
生
涯
で
何
ら
か
の

接
点
を
持
つ
人
の
数
は
３
万
人
と
い
わ

れ
ま
す
︒
そ
の
中
に
は
︑
苦
し
い
立
場
に

置
か
れ
た
境
遇
を
理
解
し
︑
助
言
し
て

く
れ
る
人
が
必
ず
い
る
は
ず
で
す
︒
離

人
感
︑
現
実
喪
失
感
に
と
ら
わ
れ
︑
一
度

き
り
の
人
生
を
台
無
し
に
し
て
は
あ
ま

り
に
も
悲
し
過
ぎ
ま
す
︒
生
涯
で
関
わ

り
合
い
を
持
つ
３
万
も
の
人
た
ち
と
の
貴

重
な
出
会
い
を
︑
大
切
に
し
て
暮
ら
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
！

 

（
山
崎　

薫
）
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トラガールファイル

長田さんの大型ダンプドライバー／営業所長としてのモットーに迫る長田さんの大型ダンプドライバー／営業所長としてのモットーに迫るinterview

4:00
　出社。
＜所長としての業務＞
　営業所所属ドライバー 5 人全員が持ち帰ってきた前日の
伝票の内容をパソコンに入力し、本社にデータを送信。ツ
チヨシ産業邑南工場に提出する当日分の伝票の仕分けを
行う。同時に、所属ドライバーの点呼も行う。長田さん「私
が点呼できるように運行を調整していますが、どうしても点
呼ができないドライバーがいるときは、本社から砂田由美
子総務係長に来ていただいて点呼をしてもらっています」。
＜ドライバーとしての業務＞
　免許証の確認（写真①）、点検（写真②）、消毒、ア
ルコールチェックなどの点呼を行う。

5:00
　会社を出発。島根県鹿足郡吉賀町にある、ツチヨシ産
業吉賀中子工場へ、前日のうちに積み込んであった新品
の砂の入ったフレコンバッグの納品に向かう。

6:40
　工場着。フォークリフトを自ら操作し、砂の入ったフレコ
ンバッグを荷降ろしする。荷降ろし完了後、空車時の計量
（写真③）を行ってから、積み込みを開始する。この日は「シ
ェル殻」と呼ばれるレジン
コーテッドサンドを積み込
み、完了後には実車時の
計量を行う。その後、空
になったフレコンバッグをシ
ェル殻の上に載せ、シート
をかける（写真④⑤）。

MEMO
　使用済みの鋳物砂の積み降ろしを行うことも多い長田
さん。使用済みの鋳物砂は産業廃棄物にあたるため（※
同社では一般貨物自動車運送事業とともに産業廃棄物
収集運搬事業許可も取得）、計量時の数値を記録し、
帰社後には産業廃棄物管理票（マニフェスト）に入力する。

9:00
　工場を出発し、高速
道路を利用して邑南工
場方面へ向かう（写真
⑥）。

11:00
　移動の合間に高速道路のサービスエリアに立ち寄り、
昼食休憩。トラックの中で、自作のお弁当を食べる。長田
さん「朝が早いので、お弁当は前夜に作っておきます。
お気に入りのメニューはオムライス弁当と牛丼弁当です」。

13:00
　ツチヨシ産業邑南工場着。荷台のシートを剥がし、先ほ
ど回収した空のフレコンバッグを降ろす。計量（写真⑦）
を行ってから、降ろし場に移動し、レバー 1 本で荷降ろし
を行う（写真⑧・⑨）。同じ営業
所のドライバーがいた場合は、車
両停止位置等の指示を出しあいな
がら２人１組で連携して作業する。
長田さん「13トンと車体が長いの
で、レバー 1 本で砂が一斉にドーッ
と落ちていく瞬間は爽快です」。

13:30
　荷降ろし完了後、明朝工場へと運ぶ砂の入ったフレコン
バッグを、フォークリフトを用いて積み込む。積み込み完了
後、邑南営業所に戻る。

14:35
＜ドライバーとしての業務＞
　帰社。明日の荷物を積んだダンプ
を停めて、帰庫時の点呼（写真⑩）
・点検を行う。
＜所長としての業務＞
　帰社してくるドライバーの点呼と、
当日分の納品伝票・マニフェスト等
の整理・入力作業を行う（写真⑪）。

17:00
　退社。

長田さんのある１日の仕事の流れ

未経験で採用→運管資格取得→入社３年で営業所長に！
取引先の絶大な信頼を得る「真摯な人柄と丁寧な仕事ぶり」

・  バスドライバーを父に持ち、前職（一般医薬品卸会社）在職時、倉庫に
出入りする大型トラックを運転する女性ドライバーの姿を見て、「私もなりた
い！」と仕事の休みを利用して自費で大型・大型特殊免許を取得。

・  前職と並行してトラックドライバーへの転職活動を開始。経験者採用中心
の会社ばかりの中、知人の紹介で㈲サンユウを知り、ホームページに記さ
れた未経験者・女性を受け入れている旨の文言を見て応募。

・  入社後、会社の資格取得支援制度を利用し、運行に必要な各種資格を
立て続けに取得。昨年、運行管理者試験に合格後、邑南営業所長に就任。

・  趣味はカラオケ。長田さん「眠気を察知すると、トラックの中で熱唱します。
小林幸子さんのものまねをして歌うと、眠気が吹っ飛ぶのです（笑）」。

担当業務：13 トン平ダンプ車によるフレキシブルコンテナバッグ・バラ砂輸送、営業所長
勤続年数：4 年 5 か月
取得資格： 大型自動車免許、大型特殊自動車免許、運行管理者、フォークリフト運転技能講習・小型

車両系建設機械運転特別教育・ショベルローダー等運転技能講習修了

◆運行時に最も気をつけていることはなんですか。
　「大事な荷
物は濡らさな
いように」、
「フレコンバ
ッグは汚さず
きれいに扱う
ように」とい
うことは、私
をはじめ全社
員が常に心が
けていること
で、そのため

に欠かせないのが丁寧なシート掛けです。フレコンでもバラ
砂でも、荷物が雨で濡れることのないように、毎日毎運行、
多い時は１日に８回はシート掛けを行います。私の乗務する
13トンの平ダンプは車体が長く、シートもそのぶん長く重い
ため、積み降ろしのたび、ダンプの荷台いっぱいにビニール
シートをかけるのは、なかなかの重労働です。入社面接の際、
社長はシート掛け作業の大変さなども説明し、配慮してくだ
さいましたが、私は「いや、大丈夫です。頑張ります！」と
お答えしました。丁寧なシート掛けなしに、高品質な砂輸送
は実現できません。
　特に台風シーズンは、砂を濡らさないようにと必死です。
積み降ろし先の工場には屋根の設置されていないところが多
く、場所によっては冬場に降雪などもあるため、そんな場所
でも、またどんな天候でも、荷物をきれいにお届けするため
に細心の注意を払っています。

◆�仕事の中で大変なこと／大変だったことを教えてください。
　「暗いこと」と「黒いこと」ですね。暗いことについてい
えば、所長就任以降はそうした運行も減りましたが、当社で
は夜中に納品先に行き、暗い中で作業を行うことがあります。
ひとり立ち後、当時の邑南営業所長さんが各納品先の状況
を説明し、「女性１人だし、ここはやめておこう」、「ここは灯
りがあるから行ってみよう」と、運行先を一緒になって決めて
くださったことはとても心強かったです。
　「黒い」というのは、使用済みの鋳物砂のことです。使用
済みの鋳物砂は真っ黒なので、積み降ろしの際は作業服も
顔も真っ黒になります。もちろんマスクもゴーグルも装着し
ますが、それでもかなりの砂煙が上がるので、隙間から黒い
砂煙が侵入し、顔も体も真っ黒になってしまいます。男性ドラ
イバーさんたちはそのまま洗顔をするのですが、化粧をして
いる私はそういうわけにもいかず（笑）、ウエットシートや化

粧用の刷毛を用いて化粧直しをします。「男性ドライバーがう
らやましい！」と思う瞬間ですね。

◆仕事にやりがいを感じる瞬間はどんな時ですか。
　現在の運行は島根県内が中心ですが、所長に着任するま
では熊本県や四国各県、滋賀県へ運行することがありました。
遠方への運行もまったく苦にならず、長い距離でも短い距離
でも、とにかくトラックに、ダンプに乗っていることが楽しくて
たまりません。とはいえ、暗い場所で行う１人の作業を心細
く思うことも多々ありました。「雪や雨や大風等、どんな状
況でもやりきって営業所に戻ってくる！」という強い気持ちで
運行に出て、無事に帰社した時に「あー頑張った！」　と思
う瞬間に、毎日やりがいと達成感を噛みしめています。

◆「ドライバー兼所長」として心がけていることを教えてくだ
さい。
　ドライバーとしても所長としても、最重要視しているのは「人
との対話」です。私はこの仕事に就くまで営業職に従事して
いました。その頃から、「人との会話でコミュニケーションを
取ることも大事な仕事だ」という考えで、今も時間があれば、
現場の担当者さんと楽しくお話をしながら「お茶」をする機
会を大切にしています。それは、所長として、社員皆が円滑
に仕事を進めるために重要なことだと思うからです。所長で
ある私と、他のドライバーと、現場の担当者さんとが互いに
助け合って仕事ができるような、「なかよしな関係性」を構築
することで、仕事が円滑に進むよう常に心がけています。
　当営業所のドライバーに対しては、所長として、たとえ年
上であっても、しっかり対話し、直してほしいことは指摘して
います。また、今はまだ私１人しか女性ドライバーはいません
が、増えてくれたらいいなと思っています。どうしても女性が
１人で作業をすると危険が伴う部分もありますが、私がそうし
てもらったように、社長をはじめ皆で相談しながら仕事に取
り組んでいき
たいです。
ダンプに乗っ
て、少し遠く
まで走ってみ
たいという女
性がいたら、
当社で一緒
に成長してい
けると嬉しい
です。

長田さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

有限会社サンユウ
［代表取締役　澤本　稔］

本社所在地 島根県江津市松川町上河戸 491-2
邑南営業所 島根県邑智郡邑南町山田 27-1
資本金 2,000 万円
設　立 平成２年１月31日
従業員数 15 人（ドライバー 13 人、うち女性１人）
車両数 17 台

「ドライバー勤続年数平均 11.5 年」の高定着率！「ドライバー勤続年数平均 11.5 年」の高定着率！
ダンプ専業の特性活かし HP で男女問わず門戸開くダンプ専業の特性活かし HP で男女問わず門戸開く

澤本代表取
締役に訊く！

　32 歳から68 歳まで、13 人のドライバーが在籍しており、全ドライバーの平均在籍歴が
11.5 年と、定着率の高さが特徴です。採用で最も多いのは紹介で、創業当初に一時的に
女性ドライバーが在籍していたことがありますが、定着したのは長田さんが初めてです。当
社ホームページの採用情報ページでは、「未経験者もお気軽にお問い合わせください」、「男
女問わず活躍できるお仕事です」と掲げています。ダンプという車両特性上、手荷役がなく、
リフト等を使用して積み降ろしをするため、男女関係なく扱える荷物であるということを打ち出し、必要
な資格の取得も全額を補助するなど、バックアップ体制も整っています。そのようななか、未経験者の
採用をしたのも長田さんが初めてでした。
　面接の際は細身の体で大丈夫かと心配で
したが、自分で大型免許を取得してから応募
してきたというやる気や、研修や指導での真
摯な取り組み姿勢、積極的な資格取得など、

素晴らしい成長を見せ、主要取引先である㈱ツチヨシ産業様からも高い評
価をいただいています。昨年運行管理者試験に合格してからは、彼女を含
め５人のドライバーが在籍する邑南営業所の所長としても活躍してもらってい
ます。今後は、この４年半で自分が培ってきたことを、新しく入社したドライ
バーたちにしっかり指導してもらいたいと期待を寄せています。

長
な が た

田 真
ま こ

子さん

長田さんはこんな人！
　とにかく明るくて、向上心と女性ならではの高いコミュニケーション
力があり、ツチヨシ産業様からも電話やメールで「非常に丁寧な仕
事をしてくれている」とお褒めのお言葉をいただいています。（総務
係長・砂田由美子さん）

　長田さんはシャキシャ
キした仕事ぶりのドライ
バーで、運行管理者と
しても、テキパキと指示
を与え、営業所のチー
ムワークを支えてくれてい
ます。（同僚ドライバー
・東良一さん）

澤本　稔
代表取締役

左から、東さん、長田さん

左から、澤本社長、長田さん

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげ
るこのコーナー。第 35 回
目は、「大型ダンプドライバー
（砂輸送）・営業所長」　
のお仕事です。㈲サンユウ
（島根県）の長田真子さん
が登場します。

第 35 回 「大型ダンプドライバー（砂輸送）・営業所長」長田真子さん（㈲サンユウ・島根県）


